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男勝りな副騎士団長ですが、部下に秘密がバレて親密な関係を迫られています
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プロローグ












　グレンデール帝国の騎士団が、入団に能力試験を設けるようになってから久しい。国を護る騎士たちこそ実力重視で、貴族のみならず平民にも広く門戸を開こうと何代か前の王が決断したのだという。

　その試験とは、知力と武力の両方を試されるものなのだが、どちらかの能力が極めて優れている場合も特例として入団が認められることがある。

　王宮を守る騎士団はさすがに貴族出身の者が多いと聞くが、帝都であっても貴族と平民の割合が変わらない騎士団は確かに存在する。またこの試験制度の導入と共に、女性の騎士も少しずつ増えてきた。帝国初の女性騎士はとある侯爵の子女だったという。それももう何十年も前のことだ。

　平民の女性であっても騎士に取り立ててもらえれば、社会的地位と経済的安定を得ることができ、自立して生きることが可能だ。男性と肩を並べて任務にあたる彼女たちは、側からみていても格好良い。そんなわけで、多くの女性にとって颯爽とした女性騎士は憧れの的なのである。






「おはよう、リッカちゃん」

　その朝、リッカは仕事前に馴染みのカフェに顔を出した。

「おはようございます」

　挨拶を返すと、ロマンスグレーの店主が顔をほころばせる。

「一週間ぶりくらいかな。元気だったかい？」

「はい、お陰様で」

　会話をしながらカウンター席に腰かけた。

『わっ、リッカさんよ！』

　そこでリッカの登場に気づいた店内にいた女性客たちが色めきだつ。

「何を飲む？」

「いつもの珈琲とクロワッサンをいただけますか」

　父親のような年頃の店主にそう注文すると、彼女は新聞を広げた。

　そんなリッカを遠目で見ながら女性たちが囁き合っている。

『今日もとっても凛としていらっしゃるわ』

『座っていらっしゃるだけで、眼福よね』

　新聞を読みながらリッカが前髪をかき上げると、たまらず女性の一人がきゃあ、と声をあげた。

　銀色に輝く髪は短めに切りこまれていて、涼し気な印象を与える瞳は蒼い色だ。またリッカは身長が普通の女性より頭一つ分ほど高い。着ている服も、白いシャツに黒い細身のパンツ。アクセサリーの一つもつけていない。筋骨隆々とまでは言わないが鍛えられた身体を持つリッカは、一見男性と間違われることも多い。

「はい、ご注文の品だよ」

　しばらくして店主がリッカの前に珈琲と焼き立てのクロワッサンを置いてくれた。彼女は読んでいた新聞から目をあげると、お礼を言った。

「ありがとうございます」

　その声は凛としているが男性のように低くはない。実際リッカが喋り始めて、周囲の人がこの人は女性なのだな、と気づくこともあるくらいだ。

「あれ、今日はえらくまた大荷物だね？」

　そこで店主が驚いたようにリッカの足元にある荷物を見下ろす。

　リッカは頷いた。

「そうなんです。今日から遠征で」

「え、そうなのか！　確か先月も行っていたよな？」

「はい。――うん、美味しい」

　リッカは珈琲を一口飲むと、小さく唸った。

　この店主の淹れてくれる珈琲は抜群にリッカの好みに合う。

「忙しいねえ。まぁでもリッカちゃんは副騎士団長だから仕方ないのか」

　そう、リッカは女性騎士であり、ハイランディというこの街の騎士団で副騎士団長という役目に就いている。

　リッカは店主の言葉に笑みを返すと、それからしばらく雑談を交わした。

「今日も美味しかったです。ご馳走様でした」

　珈琲を飲み干すと、リッカは立ち上がった。リッカさんの立ち姿が格好いいと女性たちが騒いでいる。

「ああ、また来てくれ。遠征、気をつけてな！」






　リッカは騎士団の詰め所に到着したらすぐに遠征に出発する予定だった。だが予定外のことが起き、騎士団長のロルフ＝マースデンに呼び出されることとなった。

　今回の遠征は、リッカと彼女の部下である二人の男性騎士で向かうことになっていたがそのうちの一人が昨夜食中毒で倒れたとのこと。

　騎士団長室の執務机に腰かけたロルフはため息をついた。

「仕方ないとはいえ、困ったものだ」

　彼の机の前で気をつけの姿勢で立っていたリッカが口を開く。

「倒れたのはリーガイヤですか、それともグライバル？」

「ジョシュア＝リーガイヤだ」

　ジョシュアはリッカより五歳年上の二十八歳。大柄な身体を持ち、性格はとても明るい。リーガイヤ男爵家の三男で、既に妻帯者だ。

「リーガイヤなら、看病してくれる相手がいるので心配いりませんね」

　リッカがそう言うと、ロルフが口元を少しだけ緩ませた。

「ああ、そうだな。そんなわけで、グライバルとふたりきりで遠征に向かうことになるが問題ないか？」

　リッカは頷いた。

　ラインハルト＝グライバルは、リッカより二歳年下の二十一歳。三年前に入団してからずっとリッカの直属の部下である。赤茶色の髪とエメラルドのような緑の瞳が印象的な彼は、今までリッカが出会ってきた騎士の中でも一番といっていいほど優秀だ。名字があることからわかるように彼もまた貴族の出で、洗練された物腰の持ち主だ。

　ロルフ、ジョシュア、ラインハルト、そしてリッカ。

　この中で名字をもたない、すなわち貴族出身ではないのはリッカだけだ。団長もマースデン伯爵の嫡男でいずれ家を継ぐのだと聞いている。ラインハルトはグライバル伯爵家の三男だと聞いているが、いずれ貴族令嬢を娶り、グライバル家を支えることとなるのだろう。

「今回は一泊でしたよね？　任務は二人でも可能なものですし、規律上問題がなければ、私は構いませんが」

　いくら女性騎士が増えてきたとはいえ、男性騎士と二人きりで泊まり込みの遠征にいくとなると、さすがのロルフも事前にリッカに意思を確認しようと思ったようだった。

　だがリッカはラインハルトのことをよく知っているだけに、なんの心配もしていなかった。彼女の答えを半ば予想していたらしく、ロルフはあっさりと頷く。

「ああ、規律上は問題はないよ。まぁ相手がグライバルなら心配する必要はないだろうが」

「はい」

　リッカが短く頷けば、ロルフが続ける。

「〝お前の犬〟だものな、グライバルは。リッカが承諾してくれるなら、このまま二人で向かってくれ」

　リッカは余計な口を挟まず、ただ騎士の礼をするにとどめた。

「承知いたしました」

　今回の遠征の目的は、馬で二時間ほど離れた街にある騎士団の団長に、とある荷物を届ける、というものだった。その後に、騎士団を視察させてもらい、交流をすることになっている。要するにそこまで人手の必要な任務ではないのである。






「リッカ副団長、マースデン団長と話は済みましたか？」

　自分の執務室に戻ると、そこにはラインハルトが待っていた。リッカはハイランディ騎士団に五つある部隊の内、第四部隊をまとめる役目を担っている。つまりハイランディ騎士団には、リッカの他にあと四人の副騎士団長が在籍していた。そして全てを統括する騎士団長が先程のロルフ＝マースデンだ。ちなみに第三部隊をまとめる副騎士団長は平民出身だが、女性の副騎士団長はリッカだけだ。

「ああ」

　リッカは自席に座ると、ラインハルトを見上げた。

　ラインハルトは気をつけの姿勢を取り、リッカの返事を待っている。

「とりあえず二人で向かうこととなった。構わないな？」

　部下に対しては、自然な口調になる。

　そして確認の体ていをとってはいるが、これは決定事項だ。だが、ぱっとラインハルトが顔の表情を明るくした。

「はい、喜んで！　二人で遠征に行くのは初めてですね！」

「そうだな」

　確かに今までラインハルトとは三人以上での遠征しか共にしたことはない。

「楽しみです」

「楽しみといっても、任務だぞ」

「承知しております。あ、今日も凛々しいですね、リッカ副団長」

　リッカは苦笑した。

「そんなことを言うのはグライバルくらいのものだ」

「私は嘘をつきませんので！」

「最初の日もそう言っていたな」

「はい、忘れていません。剣を構えていたリッカ副団長のお姿があまりにも美しかったもので！」

　人好きのする笑みを浮かべながらラインハルトが拳を握る。

　リッカの犬ーーロルフは冗談でそう口にしたのではない。

　このラインハルトがリッカに懐いているのは、ハイランディ騎士団では周知の事実だ。

　ラインハルトが新米騎士としてハイランディ騎士団の門をくぐったその日、リッカは部下たちと剣の手合わせをしていた。

　力任せに押されるとさすがに快勝はできないものの、リッカは敏捷さで互角に戦う。これもまたリッカが騎士となってから血がにじむような努力で得てきたものだ。手合わせを終えたリッカは、練習場の入り口に立ち尽くしている若い男性に気づいた。それが十八歳のラインハルトだった。

　きらきらとした瞳のラインハルトは、リッカと目が合うとすぐに寄ってきて彼女の両手を握った。

『素晴らしい！　剣の達人の天使かと思いました！』

『剣の達人の……天使、だと……？』

『はい、天使です！』

　ラインハルトは屈託なく頷いた。

　リッカだけではなく、その場にいた騎士たち全員が唖然としたのを覚えている。それからラインハルトはロルフとの面談ののち、リッカの直属の部下となることを熱望した。そこには純粋な憧れが見て取れたから、ロルフはラインハルトの希望を通すことにしたのである。

　そんな始まりだったが、ラインハルトはとても優秀だった。剣の腕前は今では騎士団の中でも指折りの実力を持ち、頭脳も明晰だ。柔軟な考えもできるため、人好きのする性格も相まって周囲との関係も良好に築くことができる。こうして好意は口にするが、実際に肉体関係を迫られたことなどは一度もない。彼はただただリッカに心酔した様子で、彼女に従っているのだ。

　今ではリッカの右腕といっても過言ではない。

　そしてラインハルトは、いずれ騎士団長を担ってもおかしくはないだろう、とリッカは密かに考えている。それだけの器がこの部下にはある。

「グライバルは物好きだな」

　いつものこととリッカは冷静に流した。

「物好きではありません。本気の本音です」

　リッカは口元を引き締めた。

「冗談はそのくらいにして、任務に向かおう」
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　馬を駆って二時間後。

　無事に目的の騎士団の詰め所に到着した。

「任務ご苦労様です」

　誰もがリッカではなくラインハルトが副騎士団長だと思い、彼にまず声をかけた。町で一人でいると男性に見間違えられることも多いリッカだが、ラインハルトが隣にいるとやはり線が細く、女性に見えるらしい。

　その度にラインハルトは「ですって、リッカ副団長！」と彼女に呼びかけた。すると相手側は自分の思い違いに気づき、リッカに謝罪してくれる。

「大変失礼いたしました。申し訳ございません！」

　敬礼と共にそう謝られると、リッカは面映い気持ちとなった。

　これは非常に良くあることで、いくら増えているとはいえ副騎士団長の職についている女性騎士はほとんどいないことの表れだった。下手をすると、色仕掛けで副団長としての職を得たと思われかねない。

（私が頑張ってもっと女性騎士の立場を向上していかなければ）

　リッカは改めて決意を固めると、背筋を伸ばした。

　気にするな、とリッカが口にする前にラインハルトがにこにこしながら口を挟む。

「リッカ副団長が凛々しすぎて目が眩んだんですよね」

「は？」

　相手の騎士が面食らったかのように口を開けた。

「グライバル、何を言っているんだ」

　リッカも思わずそう声をあげた。

「めっちゃ強いですよ、リッカ副団長は。剣を持たせたら敵う者はほとんどいないんですよ。うちの騎士団だったら、圧勝できるのは団長だけです」

　ラインハルトが曇りなき瞳でそう続けると、相手の騎士は素直に驚いていた。

「そうなんですか。是非お手合わせを願いたいです！」

（グライバル……）

　騎士の能力をこうやって認めてもらえて、リッカの胸の内が温かくなった。

　それから騎士団長にも荷物を渡すことが出来、また視察も無事に終了した。練習場で剣の手合わせもした。ほとんどの騎士たちは力任せの剣技で挑んできたため、リッカは対等に応じることができた。

　一度剣を交わせば、お互いの能力を察することができる。

　手合わせをした騎士たちはリッカのことを自分たちより格上の騎士だと認めてくれた。

　また女性騎士たちはそんなリッカを尊敬と崇拝の眼差しで見つめる。

「リッカ副団長、どうやってそんな剣技を身に付けたんです？」

　手合わせが終わると、あっという間に騎士たちに囲まれた。特に女性騎士たちは熱心にリッカの剣技について知りたがった。

「色々試してみた結果だ。とにかく自分に合った剣技を見つけることが重要なのだ」

　リッカが答えると、口々に感嘆の声があがる。

「あんなに流れるような剣技は初めて見ました」

「ああ、どうあっても体格では勝てないからな。相手の力を利用する今の戦い方が私には一番合っている」

　女性騎士たちは真剣な眼差しでリッカに質問をし続ける。

「だから剣も大ぶりなものではないのですね」

「ああ。これは私の身体に合わせた特注品だ」

「持たせていただいてもいいですか？」

「構わん」

　リッカが剣を渡すと、女性騎士たちが感嘆した。

「わぁ、軽い！　でも大きな剣と遜色なく打ち合っていましたよね？」

「ああ。実は素材も特注でなーー」

　リッカは惜しむことなく情報を彼女たちに与えた。そうすることで士気が上がり、それがまた自分たち女性騎士の地位の向上につながるとリッカは信じている。

　そうして熱心に話し込んでいるリッカの後ろでラインハルトはにこにこしながらその様子を見守っていた。






　任務が完了した時には既に夜の帳とばりが下り始めていた。

　宿までの道すがら、馬の手綱を引きながら隣を歩くラインハルトにリッカは声をかける。

「今から夕食にする。グライバルも好きなようにしていいぞ」

　するとラインハルトが彼女をサッと見下ろす。

「僕もご一緒させていただいて構いませんか？」

　その言葉は半ば予想していたからリッカは頷いた。任務の後に食事を共にするのは、よくあることだ。

「ああ、構わん。宿の向かい側に酒場があったろう。各自着替えてからそこに集合でどうだ？」

　そう言えば、彼は嬉しそうに笑う。

「承知しました！　リッカ副団長と二人きりで飲むなんて初めてですね」

「そうだったか？」

「そうですよ！」

　会話をしているうちに宿が見えてくる。

（残念だが、今夜は大人しく飲むだけにするか）

　リッカは胸の中でだけ続けた。

　遠征の時にだけ自分に許していることがあるのだが、ラインハルトと二人だけだと抜け出すことは難しそうだ。これがジョシュアもいればまた話は違ったのだが。

　その時のリッカは、可愛がっている部下と酒を飲み交わすだけだと思っていた。

　まさか、あんなことになるなんてーー。






　☆






（くっ、なんでこんなことになったんだ）

　三十分後、リッカは酒場の裏路地をよろよろと歩いていた。

　宿に入ると騎士服を脱ぎすて、着替えを済ませてすぐに酒場に向かった。酒場は繁盛していて、リッカは唯一空いていたカウンター席の隅に座ることにした。隣にはまだ歳若そうな男性客が腰かけていて、友人たちと盛り上がっている。ラインハルトはまだ到着していないが、先に一杯始めることにした。

　酒を注文して、すぐにグイッと呷る。

　そこでウエイトレスに声をかけられた。

「見ない顔だね、あんた」

「ああ、ハイランディからやってきた」

　リッカが答えると、ウエイストレスが驚いた表情を浮かべた。

「随分な色男だと思ったら、あんた女の人かい！」

「残念ながら、そうだ」

　リッカが無表情のまま答えるとウエイトレスは爆笑する。

「残念ながらってことはないだろ！　ああ、あんた女性なら聞いておくれ。ここら一帯で最近薬を盛られて襲われるっていう事件が多発してんだとさ。一人なら十分気をつけてくれよ」

　リッカは瞬いた。

「そうなのか？　だが私のような男みたいな女には誰も興味がないだろうよ」

　そう答えると、ウエイトレスが胡乱うろんな眼差しになった。

「そんな作り物みたいな綺麗な顔をして何言ってんだい。交代で騎士様が見回りしてくれてるけど、とにかく気をつけなよ！」

　騎士たちとは、間違いなくリッカたちが日中訪れたあの騎士団から派遣されているのだろう。

　リッカは頷くと、お代わりを注文した。






（酒から目を離したつもりはなかったんだが……いつの間に薬を混ぜたのだろう）

　体調に異変を感じた瞬間、カウンターに金を置き、店を出た。

　お代わりの酒を口にしてしばらくすると、体中が燃えるように熱くなったのだ。

　リッカは思い返してみたが、いつ自身のグラスに薬が混入されたのかどうしてもわからない。

（もしかしたらあれからまたウエイトレスが話しかけてきたときだろうか。だがグラスごと取り替えられないように手を置いていたというのにどうやったのだろう……近づいてくる気配だってなかった）

　いくら酒が入っている状態とはいえ、自分が油断していたとは思えない。どうやら相手はかなりの手練れらしい。

　失敗した、とおぼつかない足取りで裏の路地を歩きながらリッカは唸る。

（とにかく宿に戻らねば……）

　店を出たのは、一般の客を巻き込んではならないと思ったからだ。

「どうしたんだお姉さん」

　そんなリッカに背後から野太い声がかけられた。リッカが振り向くと、先ほど隣に座っていた若い男たちが三人、にやにやしながら彼女を眺めている。

（そうか、こいつらか……）

　ウエイトレスと話している間だったら、リッカの意識がテーブルの上の酒から逸れていた瞬間はあったはずだ。

　リッカは正気を保てと自分に言い聞かせる。

「どうもしていない」

　答えると、男たちはひっひっひと笑いながら下卑た目つきでリッカの体を舐めるように眺めた。

「そうかぁ、身体の奥が疼いてしょうがねえじゃねえの」

「俺たち、お前みたいな男のような身体の女も大好きなんでな」

「悪いことは言わねえ、可愛がってやるからよ」

　彼らの目的は明らかだ。

（飲まされたのは媚薬の類か）

　普段のリッカならば彼らを倒すことはお手のものだ。剣は宿に置いてきてしまったが、体術も心得ている。

　くらり、と意識が歪んだ。どうやらかなり強い薬を盛られたようだ。これだけふらつきながらどの辺りまで抵抗できるだろうか。

　はぁはぁ、と荒い息を吐きながらリッカは考え続ける。

（こいつらを引き寄せればいいな）

　リッカはその場にうずくまった。

「ククク、そうだ、おとなしくしていれば悪いようにはしねえよ」

「俺たちにたっぷり可愛がられたらお嬢さんも楽しめるはずだ」

　男たちがにじり寄ってくる気配がした。

（もう少し、近くに来い……襲われるにしても、最後まで抵抗してやる）

　ぎゅっと両手の拳を握り締め、力を込めた。

　すると。

「お前ら、何をしているんだ？」

　場を切り裂くような冷え冷えとした声が響き渡った。

　バキィ！　という重い音と共に男どもの悲鳴が上がった。

「ぐわっ！」

「なんだこいつ！」

　リッカが顔を上げると、男どもを殴りつけているラインハルトの姿がそこにはあった。

　ラインハルトの瞳は今まで見たことがないくらいの怒りの炎が浮かんでいる。

　まるで、バーサーカーのように。

「グラ……イバル？」

　リッカは彼の名前を呟いた。今までどんな任務中であっても彼がこんなに我を忘れたことはない。リッカが呆然としている間に殴られ叩きつけられる肉と骨の軋む音が響き続けた。

「やめろっ！　俺たちが悪かった！」

　殴られ意識を失った男の隣で尻餅をついたもう一人の男が泣き声を上げた。

「黙れ。弁明の余地はない」

　その上、横たわった一人の男の腹をがん、とブーツを履いた足で踏みつける。

「ぐわああ！」

「全員殺す」

　地を這うようなラインハルトの声が響き、リッカは叫んだ。

「待て、グライバル！」

　するとようやくラインハルトがこちらを向く。リッカを見た途端、彼の中の激情が一瞬でおさまったのがわかった。

「リッカ副団長！」

　普段のラインハルトの様子に戻り、リッカは内心安堵する。

「それ以上は過剰防衛になる。そいつらを捕まえろ。他にも婦女暴行の余罪があるようだから、騎士団に引き渡す」






　男たちを捕まえ、先ほどまで視察をしていた騎士団に突き出した。やはり最近立て続けに酒場で起きていた事件の犯人だったようで、リッカたちはとても感謝されることとなった。リッカが騎士たちにそ知らぬ顔でどんな薬が混ぜられていたのか聞いてみると、媚薬の類ではあるが、後遺症に関しては聞いたことがないということだった。

（後遺症の心配はなさそうなことは不幸中の幸いだったな）

　騎士たちから薬の名前を聞き出したリッカは内心安堵のため息をつく。数日様子をみて、問題がなければ大丈夫だろう。

　あとのことは騎士団に任せればよい。

　騎士団を出るまではなんとか正気を保っていたリッカだったが、緊張が解けたのかよろりと足元をふらつかせた。慌ててラインハルトが彼女の肩を支える。

「すまない」

「大丈夫ですか？」

「ああ」

　ラインハルトに支えられながら、しばらく歩いて宿に戻った。

　身体は熱く、燃えるようだ。意識はかすみ、朦朧としてくる。

「そもそもどうしてあんなところでうずくまっていたんです？」

　ラインハルトがリッカの部屋の扉を開けながら尋ねた。

「情けない話だが、薬を盛られた」

「え!?」

　リッカは手短に流れを説明する。

「私の怠慢だ。まさか私のような女に薬を盛るような事はないだろうと思っていたんだ。ああいう輩にとって相手は誰でもいいということを失念していた」

「何を……！」

　隣でラインハルトが絶句している。

　リッカはよろよろと室内に入ると、ベッドに座り込む。身体が燃えるようで、また秘めたる部分が熱くなって濡れそぼっているのが自分でも分かる。

　もう我慢しなくてもいい、と思うと同時に薬が一気に回ったようだ。

「巻き込んでしまい悪かった。出ていってくれ」

　ラインハルトだったら言うことをすぐに聞いてくれるはずだ。

　そう思いリッカが呟くと、彼ががちゃんと扉を閉めた。ラインハルトはずかずかとリッカの前まで歩いてきた。

「僕が出ていったら、どうするんです？」

「どうする、とは？」

　はぁはぁと呼吸が浅くなっていく。

「どうやってその身体を鎮めるんですか？」

「グライバルには関係がない。手段ならいくらでもある」

　まずは自慰を試して、それでもどうしても収まらなかったら娼夫を呼んでもいい。リッカはとにかくラインハルトを追い出そうと彼を見上げる。

「――！」

　そこにはよく知った可愛がっている部下はいなかった。

　彼の表情は形容し難かった。

　怒っているようでもあり、悲しそうでもあり……鬼気迫るものがある。

「誰か他の人にやらせるくらいなら、僕にさせてください」

「いや、それは無理だ」

　躊躇ためらうリッカの前にラインハルトが跪き、彼女の太ももにそっと手を置いた。それだけの刺激でびくんと身体が揺れてしまう。

「あっ……」

　媚びたような声が自分の喉から漏れ、リッカは慌てて口をきゅっと引き結ぶ。ラインハルトは顔を真っ赤にして、口元を曲げる。

「ここをちょっと触られたくらいで、そんな顔になるリッカ副団長を誰にも見せたくありません……！」

　ラインハルトが彼女を抱き寄せた。






「あっ、くっ、あっ……」

　あっという間にシャツとパンツを脱がされ、全身をまさぐられた。ラインハルトはどことなく動きがぎこちなかったが、そんなことは関係ないくらい、全身敏感になっているリッカは乱れに乱れた。

　今やリッカはラインハルトにのしかかられ、ベッドに押し倒されている。

　筋肉質の体だが胸だけは大きい。そのせいで仕事に支障が出てはいけないと、普段はきつく布をまきつけている。その布が取り去られると、ラインハルトの喉からぐうと音が漏れた。

「すごい、綺麗です……」

「綺麗な、わけはなっ……いっ……」

　おそるおそる、といったふうに胸に彼の手が触れ、さわさわと優しく撫でられる。揉まれると、その刺激だけではすぐに物足りなくなる。

「今までみたどんなものよりも綺麗です」

　ラインハルトはそう呟くと、右の乳首にちゅうっと吸い付く。稲妻のような快感が足元へと走り抜けた。

「あっ、ん……！」

　まだ下着は履いているが、秘密の場所はぐっしょりと濡れているだろう。リッカは喘ぎ声をあげながら、もじもじと自分の両脚をこすりつけた。じゅっじゅ、と音を立てながらラインハルトは飽きもせず彼女の乳首を吸い続ける。

「そ、そんなに舐めても何もでないっぞ……んっ」

　ちゅうっと最後に強く吸ってからラインハルトが声をあげた。

「甘い気がします」

「そんなわけないだろ」

　そんな会話を交わしているとラインハルトの手が彼女の秘所に忍び込む。

「あうっ！」

　ぐっしょり濡れたそこに彼の指が触れ、ぐちゅっと音を立てる。

（だめだ、ここにいるのはグライバルで、私の部下だ……）

　リッカは悶えながらなんとか意識を保とうとしていた。

「すごい、濡れてる……気持ちいいですか？」

　ごくりとラインハルトが喉を鳴らした。

「あっ、っ……気持ちは、い、い……」

　自分でもわかるくらい媚びたような声になっていた。彼女の痴態に誘われるように、最初はためらいがちだった彼の指がずぶりと蜜壺の中に入り込む。

「あうっ……！」

　それだけでびくん、とリッカは小さな絶頂に達した。

「リッカ副団長の中、すごく湿ってて、熱い……」

　うわずった彼の声に煽られるように、きゅうと彼の指を喰いしめる。

　ぐぐっと彼の指がもっと中を味わうように挿し込まれた。

「んっ！」

「しまった。ここ、気持ちいいんですか？」

　そう呟いたラインハルトは、ぐっと彼女の膣の中にある快楽のポイントを探し出してそこを突く。

「あっ、そこ、だめっ……！」

　びくびくっとさらなる快感に襲われ、リッカは叫んだ。

（ああ、だめだ、これはもう……堕ちる……）

　自分をさらけ出してしまう。

（すまない、グライバル）

　リッカは恍惚とした波にさらわれながら、最後にそう思った。

　一瞬意識を飛ばしていたと思う。

「大丈夫ですか？」

　ラインハルトに声をかけられ、リッカは瞳を開けた。

　彼が心配そうにこちらをのぞきこんでいる。

　信頼している、今までずっと可愛がっていた、美しい顔を持つ部下に彼女は微笑みかけた。

　ラインハルトがはっと息を呑む。

「ん、大丈夫。ね。グライバル。もう我慢できない。お願い、ひどくしてほしいの」

　口調が変わっていることはかろうじてどこかで意識している。だが、自分でも自分を止められない。

　リッカがそう頼むと、ラインハルトのきれいな緑の瞳が大きくなった。

「ひどく？」

「叩いてもいい、がつがつ突いてもいい、痛くてもいい。ひどくしてほしいの」

　ラインハルトが口を開く。

「出来ません」

　出来ない、と拒絶されリッカは悲しくなる。彼女は涙を浮かべて、懇願した。

「でもそうじゃないと、私、だめなの。ひどくしてほしいの」

　ラインハルトは首を横に振った。

「これだけはいくらリッカ副団長のお願いでも聞けません」

「いつもはみんなしてくれるのに」

　涙をこぼしながらリッカが呟くと、ラインハルトがぎゅっと目元を赤くした。

「いつもは……みんな……？」

「娼夫たちは頼んだらそうしてくれるのに」

　さめざめと泣きながらリッカは続ける。

　それは遠征先だけのリッカのお楽しみだった。今日も状況が許せばそうしていただろう。

「でもグライバルに迷惑はかけられない。娼夫を呼んで――」

「だめですっ！」

　彼女の身体をラインハルトがぎゅっと抱きしめた。

「絶対にだめです」

「でも、そうしてくれないと、わたし、イけないもの」

「だめだ。他の男になんて渡すものか！」

　鋼のような硬くて熱い身体に抱きしめられながらリッカは考える。

「じゃあ、手を縛るだけでもいい」

　のろのろとラインハルトが身体を起こす。

「手を……？」

「うん、それだけでもいい。足も縛ってもらって構わない」

　しばらく黙りこんでいた彼がぐしゃぐしゃと髪をかきむしった。

「わかりました。本意ではありませんが……手を縛ります」






　ちょうどいい紐は見当たらず、リッカのシャツで両手を結ぶ。その両手を上にあげて、ラインハルトを受け入れることになった。これだけでも自由がだいぶ奪われるから、リッカは満足した。

　ラインハルトが自身のシャツを脱ごうとボタンに手をかけたところを、リッカが止める。

「洋服は脱がないで。洋服を脱いじゃうと、恋人みたいだから。それにキスもしないで」

　それは普段娼夫たちに頼んでいることと同じだ。

　ラインハルトが眉をあげる。

　だが次の願いは今まで一度も言ったことがない。

「だけど、挿いれてほしい」

　彼は黙ったまま、下だけをくつろげて彼女にのしかかってきた。ふわりと彼のつけている香水の香りが漂う。男の重みにリッカはうっとりとしながら呟いた。

「そのまま入ってきて……」

　ずぶり、と彼の屹立がリッカの中に押しこまれる。十分すぎるほど濡れているリッカの膣は喜んで受け入れた。

「んっ……気持ちいい……」

　彼の屹立は硬く、たくましかった。

　すぐに奥まで彼のものが届き、リッカはぶるっと震える。

「あうっ……、これ、これが欲しかったの……！」

　待ち望んでいた刺激にリッカは歓喜する。

「いっぱい、いっぱいついて……！」

　熱情に浮かされた視線で彼を見上げると、ラインハルトはその美しい顔を歪めていた。

「くそっ……」

　彼ががつがつと奥を突き始めた。技巧らしい技巧はなかった。ただただ彼女の奥をしゃにむに突く。

　けれどそのひたむきさがリッカには心地よい。

「あっ、ん、あっ、あっ……！」

　揺さぶられ、嬌声を上げ続ける。

　リッカはすぐに恍惚の世界へと押しやられた。

「もっと、もっと……！」

　自分に覆いかぶさっている男にしがみつきたいが、両手のせいでそれが果たせない。そのもどかしさが更に彼女を高みに駆り立てる。

（気持ち、よすぎる……！）

　今までにないほどの快感だった。

「くそ、この身体を知っている男が他にもいるなんて……許せない！」

　そんな呟きが聞こえた気がしたが、幻聴だったのだろうか。すぐにがつん、と最奥に打ち込まれ、リッカは絶頂に達した。

　あまりの衝撃に小さくのけぞる。

「あっ、あ――！」

　ぎゅうっと彼のシャツを握りしめた。

「くっ……」

　ラインハルトが自身を引き抜くと、リッカの腹に白濁を吐き出す。

「……、すご、かった……」

　満たされたリッカはそう呟くと、意識を手放した。

















第二章












『みっともない』

　若い男性が、こちらを向いてそう言った。

『もっとまともな職につけ』

　リッカが見上げると、彼はいつものように仏頂面だった。

『俺へのあてつけのように騎士になるとはな。どうせろくな仕事などできないだろう。他の騎士様たちに申し訳ない』

　そんなわけはない、私は副騎士団長だ。

　そういいたいのに自分の声はどうしても彼に届かない。

　そうこうしているうちに、彼の隣に小さな男の子が現れた。途端に彼は相好を崩して、男の子の頭を撫でる。

『よくきたな。お前を待っていたんだ』

　その男の子は、面差しがリッカによく似ていた。

『さあ行こう』

　彼は男の子の手を取ると、リッカに背を向けて歩き出す。

　リッカはめいいっぱい叫んだ。

「待って、父さん……！」






　自分の声で目が覚めた。

　見知らぬ天井を眺めながら、二、三瞬く。

（夢……、そうか、夢か）

　ふうと落ち着くと、すぐさま昨日の出来事が脳裏をよぎる。

（そうだ、グライバルに……！）

　何があったかを思い出すと、リッカはがばりと起き上がった。既に手の拘束は外されている。横で眠っている部下の姿を認めると、彼女は長い息をつく。

（……巻き込んでしまった……）

　ぐしゃりとシーツを握りしめ、リッカはその場で俯いた。






　リッカが自身の性癖が拗こじれていると気づいたのは、騎士になってしばらくしてからのことだった。

　リッカには姉と弟がいる。父は家具職人をしていて、いかにも昔気質の無口な人だ。母は明るく優しく、市場で仕事をしながらリッカたちを育て上げてくれた。

　父は二人目が生まれるにあたって、自分の仕事をついでくれる男子をのぞんでいたらしい。リッカが生まれると、ひどく落胆したのだと後で聞いた。

　それは成長しながらリッカも感じていたことだ。姉には優しい父が、自分にはそっけない。またリッカが男勝りな性格や体格を持っていたのも関係したかもしれない。父にとってリッカは見るに堪えない子供だったのだろう。

　それがはっきりしたのがリッカが十歳の時に弟が生まれた時だった。

　あからさまに父は、弟に目をかけ始めたのである。

　母や姉はリッカに優しかったが、父だけがリッカに厳しかった。

　やがて思春期になると、リッカは〝男らしく〟振る舞うようになり、街にある剣の練習場に通うようになった。木刀から始め、剣技を学ぶようになったのである。

　身体を動かすことは性に合っていて、すぐに練習場の男性たちとも互角に闘えるようになった。その頃から彼女の夢は騎士になることとなる。

　剣技だけでなく、必死で騎士道についても学ぶ。

　そうして血の滲むような努力のあと、彼女はついに騎士の試験を突破した。

　これで父も自分を認めてくれるだろうとリッカは考えた。

　だが現実は――。

　母も姉も弟も大喜びしてくれたが、父だけがいつものように冷淡で。

『騎士じゃなくてもよかったんじゃないか』

　それが父がリッカにかけた言葉の全てだった。

　理解されない怒りは、やがて行き場のない悲しみと化した。

　リッカはそのまま家を出てハイランディ騎士団へと入団したのだった。






　リッカが十八歳の時、初めての恋人ができた。相手は騎士団の同僚である。

　清潔感がある人当たりの良い男性で、同じ平民出身だったことから話をする機会も多かった。相手に告白されて、好意は抱いていたから受け入れた。だがその頃リッカは、騎士として一人前になることに夢中で、恋人のことはいつだって後回しにしがちであった。

　ろくなデートもしたことがなかったが、ある時酒を飲んだ勢いで同衾した。リッカは初めてだったし、相手もそこまで経験がなく、あまり良い思い出にはならなかった。

（こんなことの何がいいのだろう……？）

　正直彼女には良さがまったく分かっていなかったが、恋人が望めば、状況さえ許せば今後も応じるつもりだった。

　――だが。

　それからすぐのこと。

『おいお前、リッカと付き合ってるんだろ？』

　ある時先輩騎士に恋人がこづかれている現場に行きあった。彼らはリッカが背後に立っていることに気づいていない。

『はい』

『どうだ、あいつ、あっちも男らしいのか？』

『いえ、それはさすがに違います』

『うええ、リッカも寝るとなると女らしいんだな。萎えないのか？』

　騎士団では猥談は日常茶飯事で、だから先輩のこの質問はリッカには我慢できた。だが、恋人の返事には我慢ならなかった。

『……正直に言えば、少し』

　彼は苦笑気味に答えた。

『やはりそうか！　あいつが女らしく喘ぐなんて気持ち悪いよな』

『まぁ、そうですね』

『あいつが相手でその気になるのか？』

（女らしく……私はやはり女らしかったらいけないのか）

　リッカは床にがん、と持っていた剣の鞘をぶつけて彼らの注意を引く。

『悩まして悪かったな。これ以上、私と付き合う必要なんてない』

　リッカは静かに告げた。

　振り返った恋人がしまった、という顔をした。

　気まずそうな顔をした先輩が足早に去ったあと、彼は先輩の手前、気恥ずかしさを隠すためにああやって言った、と弁明した。だが気恥ずかしさを隠すためだったとしても、今後も恋人がリッカのことをそうやって他人に話す可能性は高い。それはリッカには耐えかねることだった。だから、どんなに乞われてもリッカはもう二度と彼との復縁に応じることはなかった。

　しばらくして彼は家庭の事情でハイランディ騎士団を去った。それきり彼とは会っていない。

　リッカは二度と恋人という存在を作らないと心に決めた。






　しかしやがてリッカは、自分の内なる衝動に気づくことになった。

　普段は清く正しく生きているものの、時折胸をかきむしられるほどに誰かに攻め立てられたい、と願う夜がある。最初は自分で慰めていたが、やがてそれは我慢できないほどの強い衝動となった。

　自分の住んでいる街で娼夫を買うのは醜聞になるだけだ。特にその頃になるとリッカは騎士団での活躍も目覚ましく、副騎士団長に取り立てられるかもしれない、と噂されていたから余計だ。

　だから彼女は遠征に行った時だけ、状況が許せば娼夫を買うことにした。お金さえ払えば、娼夫たちはどんな望みも叶えてくれる。

　リッカは挿入は求めていない。キスをされることも望まない。そう言えば、彼らはそうしてくれた。それが仕事だからだ。

　ただ手と足を縛られ、ひどく攻め立てられる。

　リッカが甘えた声で喘いでいても、女らしく振る舞っても、彼らは気にもとめない。彼女の名前も、立場すらも彼らは知らない。そしてそんな無機質な関係こそがリッカに必要なものだった。そうやってこれまでなんとかやってきたというのに。






（それが……まさかグライバルに手を出してしまうなんて……！）

　しかも挿入まで。

　普段は望まない行為だったが、媚薬を飲まされていたからだろうか。しかしよりにもよって一番といっていいほど目をかけている部下に手を出すなんて。リッカは暗い気持ちになって自分の身体を見下ろした。

　娼夫に攻めてもらった後についている痕は一切なく、綺麗に拭き清められてもいた。

　ラインハルトがしてくれたのだろう。

　リッカはラインハルトが許してくれるまで、謝罪するつもりだ。

　その前に服を着ようとベッドを出ようとすると、ラインハルトが目を覚ます。

　彼が瞳を開ける瞬間、あまりの綺麗さに息をとめる。

　ラインハルトの顔が整っていることはよく知っているつもりだったが、まるで魅入られたかのように見つめてしまう。

「リッカ……副団長……？」

　ラインハルトが寝起きのかすれた声で彼女の名前を呼び、腕を彼女の腰にまきつけた。

「ああ、私だ」

「体調は、どうですか……？」

　ラインハルトの気遣いに、リッカは申し訳ない気持ちになった。

「薬はすっかり抜けているようだ。……昨夜は迷惑をかけたな。こんなことは二度と起こらない」

「え……？」

「上司の頼みを断れる部下なんて稀だろう。嫌な役目を押しつけてしまったことを心から謝罪する。もし配置換えを望むようなら、私からマースデン団長に申し上げる」

　リッカがそう告げると、みるみるうちにラインハルトが真顔になる。

「僕はそんなことを望んでいません」

　彼は起き上がると、リッカの前にあぐらをかく。ラインハルトは服を着たままで、自分は巻きつけているシーツの下は裸であることをまざまざと感じた。

　リッカはまるで自分が騎士服を着ているかのように、さっと顔をあげる。

「だが、これは間違いなく強制的な行為であり、決してあってはならないことで――」

　ラインハルトが遮った。

「いいんですよ、リッカ副団長。僕は楽しみましたから」

　ここでようやく、いつものようにふにゃふにゃした笑顔をラインハルトが浮かべる。

「とにかくリッカ副団長、めちゃくちゃ可愛かったです」

　可愛かった。

　その言葉にリッカの心は静まり返る。

（そんなわけはない。絶対にありえない）

　ラインハルトはリッカの反応に気づいたのか、少しだけ首を傾げた。

「どうされました？」

「……どうしたもこうしたもない。私が可愛いわけはないんだ」

　硬くこわばった声で返事をすると、ラインハルトが口元を引き締める。

「ご自分のことをご存知ないんですね。リッカ副団長は可愛いですよ」

　だがリッカはもう聞いていられなくて、ベッドから滑り降りた。

「機嫌をうかがうようなことは言わなくていい。昨日のことはもう忘れてくれ。グライバルが許してくれるならば、今までと同じ上司と部下に戻るだけのことだ」

　リッカはラインハルトに背を向け、脱ぎ捨てられていた服を手早く身につける。肌が隠れると安堵する。

「忘れませんけど？」

「……は？」

　リッカはぽかんとしてベッドの上にいるラインハルトを振り返った。

「あんな可愛いリッカ副団長を忘れろっていうんですか？　その命令はいくらリッカ副団長に頼まれても、きけませんね」

「グライバル、お前……」

　ラインハルトが爽やかな微笑を浮かべる。

「僕、昨夜が初めての経験だったんですよね」

「――え？」

　ぽかんとしてラインハルトに視線を送る。

　何を言われたのか分からなかった。それからすぐに、リッカは言葉の意味を理解する。

（グライバルが童貞だった、だと……嘘だろう？）

　どこからどう見ても色男のラインハルトだ。

　一般的に騎士たちは血の気が多く、また性欲も強い者がほとんどだ。配偶者や恋人がいればいいが、そうではない者に関しては、持て余した性欲を解消するために娼館を利用することが多々ある。それは女性も男性も変わらない。

　酒場などで出会った相手と一晩限りの関係を持つ騎士も中にはいる。

　ラインハルトの性格上、相手をとっかえひっかえしているようには思えなかったが、それでもまさか童貞だったなんて。

　呆然と立ち尽くしているリッカの前に、ラインハルトが歩いてきた。

「僕の童貞を奪った責任、取ってくださいますか？」

「童貞を、奪った責任、だと……？」

「はい。こうなったらリッカ副団長はこちらの面でも僕を育てる義務があると思うんです」

　リッカは力なく首を横に振る。

「私は、そんなに性の技巧に長けているわけではない……」

　そう答えると、ラインハルトは口元に笑みを浮かべた。

「まさかそんな言い訳一つで逃しませんよ。じゃあ言い方を変えましょうか。――〝縛って〟、ってどういうことですか？」

　リッカは息をのみ、瞬時に真っ青になる。

　そんなリッカを見下ろしながら、ラインハルトは真顔になっていった。

（そうだ、私は、彼に――知られたんだ）

　脳裏を昨夜の自分の痴態が過ぎっていった。彼女は目をぎゅっと瞑ると、拳を握りしめる。

（知られて、しまったんだ……だがそれも全て私の責任だ。グライバルが悪いわけではない。彼は巻き込まれただけなのだから）

　リッカは心を落ち着けると、瞳を開ける。

　ラインハルトはどこか探るような眼差しでリッカを見下ろしていた。

「お願いだ、皆には黙っていてくれ」

「もちろん」

　ラインハルトは静かに答えた。

　今までラインハルトはリッカに出来ない約束をしたことがない。だから彼が秘密をもらなさいといえば、きっとそうしてくれるだろう。

　リッカの心に一条の光が差したその時、ラインハルトが口を開く。

「だけど条件があります」

「なんだ？」

　ラインハルトは再びにっこりと微笑む。

「先程言った通り、僕をこの面でも育ててください。僕と親密な関係になって、恋人のように接してください」

　リッカは目を見開いた。

「どうして、私に、そんなことを……」

「僕はリッカ副団長がいいんです。そうしてくれさえすれば、僕はリッカ副団長の秘密を未来永劫黙っていると誓います」

　リッカにはラインハルトの申し出を呑むしか道がなかった。

（ラインハルトじゃなかったら即座に断るだろうな……、だが……）

　正直に言えば、彼女はラインハルトとは近しい関係だから、そこまで苦痛でもない。

（閨の指導だと思えばいいのか）

「分かった」

　覚悟を決めてそう返事をすると、ラインハルトがぱっと笑顔になった。

「嬉しいです！　それで早速ですけど、リッカ副団長の家に行きたいです」

「私の……家だと？」

　リッカはのろのろとラインハルトを見上げた。

「はい、そうです。報告は明日しますし、今日は詰め所には顔を出さなくていいですよね？　僕はまだリッカ副団長と離れたくないですから」

　騎士たちはそれぞれ家を構えている者もいれば、詰め所に併設されている専用の寮に住みついている者もいる。独身の騎士たちは寮住まいが多く、ラインハルトもそうしている。

　リッカは副団長になったと同時に寮を出て街で一人暮らしを始めていた。かれこれ二年になる。

「だが、私の家は……今まで誰も招いたことがなくて……」

「はい、だからこそ行きたいんです！　僕達はもう親密な関係ですもんね？」

（ああ……もうどうして……）

　リッカは暗い気持ちで自分の家を思い浮かべる。

（グライバルに秘密がばれてしまう）

　だがそれもこれも自分が蒔いた種だ。リッカはぎゅっと目を瞑ると、頷いたのだった。






　玄関の扉を開ける時、リッカの手が震えた。

（笑われたら、私はどうしたらいいだろう）

　彼が一歩家の中に入った瞬間、リッカは息を止める。

　だが、予想に反してラインハルトは笑いだしたりしなかった。

　彼はリッカの部屋に足を踏み入れるなり興味深そうに中を眺めている。

「すごく綺麗にしていらっしゃるんですね……！」

　そこにはただ感心している響きがあって、リッカは止めていた息を吐く。

　彼女はラインハルトに続いて自宅に入ると、扉を閉める。

　街の外れにあるこの家は、こじんまりとした平屋造りだ。

　壁紙は白。家具は温かみを感じる木で細部までしっかりと造られたもの。父が家具職人ということもあり、使い勝手のよい家具に関してはリッカは譲れない。朝から晩まで家を空けがちだから、あまり水をやらなくてもよい観葉植物も飾ってある。

　リビングルームには茶色のなめし皮でつくられたソファがどんと置いてあり、その上には白いキルトがかけられている。

　カーテンは女性らしいレースだし、テーブルや棚の上を飾っている小物も全て可愛らしいものばかりだ。これらの小物は全て遠征先の店で買ったものばかりだ。この辺りの店だとリッカの顔は知られすぎているから。

　彼女にとって女性らしさは周囲から隠さないといけないものなのだ。

「普通だと思うが」

　リッカがなんとかそう答えると、ラインハルトは二人用のダイニングテーブルの上に置いてある小さな木彫りのうさぎを手に取った。

（あ、それは……！）

　そのうさぎは、実はリッカ自身が彫った。かつてまだ子供だった頃、父の工房で、見様見真似で自分でこしらえたもの。

　その頃はまだ父に認められたくて、工房にも出入りしていた。夢中になって作り上げて父に見せると、『ふん、悪くない』とだけ言われたのだ。

　滅多に褒めることのない父からの、唯一といっていいほどの褒め言葉だった。

　それから捨てることができず、自室に飾っている。

「このうさぎ、可愛いですね」

　ラインハルトも気づいたようで、リッカを振り返る。

「うさぎだって、よく分かったな」

「わかりますよ、可愛くて副団長にもこのお部屋にもぴったりですね」

　ラインハルトはあっさりそう答え、リッカに向かって微笑んだ。

　リッカの頬に朱が走る。

「はっきり言ってくれて構わない。こういうものはどれも私には似合わない、と思うだろう……？」

　彼から見えないように拳を握りしめる。

　ラインハルトは不思議そうな顔になった。

「似合わない？」

「分からないふりなんてしなくていい。私みたいな女にこんな可愛らしい部屋なんて不釣り合いだろうが」

　ラインハルトが両の瞳を大きくする。

「まさか。これから何度だっていいますけど、リッカ副団長は可愛いですからよく似合っていますよ――でもまぁこの部屋はもちろん可愛いですけど、リッカ副団長ほどではないですね」

　リッカはぽかんとしてラインハルトを見上げた。

「グライバル……？」

「ああ、もうグライバルはなしです。二人きりでいるときは、僕のことはラインハルトって呼んでください。だって僕達親密な関係になったんですから」

　唖然としているリッカに向かって、ラインハルトは再び微笑む。

「僕もリッカさんって呼びますから」

「お、おい、グライバル……！」

「リッカさん、違いますよ？」

　ちちち、とラインハルトがリッカの目の前で指を振る。

「ラ、ラインハルト」

「はい、よく出来ました！」

　押され気味にリッカが名前を呼ぶといつものふにゃっとした笑顔をラインハルトが浮かべた。






　夜になってようやくラインハルトが寮へ帰宅した。彼を見送るなり、リッカは寝室のベッドにずさっと滑り込んだ。

　寝室ももちろん、リッカの趣味が爆発していてまるでお姫様が好むような内装だ。ベッドは高級マホガニー材のクラシカルなデザインのもの。ライトピンクのシーツに、ライトピンクのブランケット。置かれている可愛らしいデザインのクッションは白で統一した。また天蓋は白いレースがふんだんに使われている。

（つ、疲れた……）

　あれからラインハルトはなんだかんだと夜まで居座った。夕食はまぐろの缶詰とトマト、それから豆を煮て作る、庶民の間ではよく食べられるリゾットを出した。たいしたメニューではなかったが、彼はおかわりまでした。

『任務中はちゃんと距離をおきますね。けど、明日また夜に来てもいいですか？』

　そう真っ直ぐに切りこまれると、リッカは頷くしかない。ぱっと笑顔になったラインハルトの後ろには見えない尻尾がぶんぶんと振られていた。間違いない。彼はやはり〝リッカの犬〟なのである。

　何がはじまったのか自分でもよく分かっていない。

　だがひとつだけ言えるのは、ラインハルトは決してリッカの趣味をからかったりはしなかった。可愛らしいものがつめこまれた部屋だって、リッカに似合っているとまで言った。

　彼がそう振る舞ってくれて安堵したという思いはある。さすがのリッカも、可愛がって目をかけていた部下に自分の趣味を全否定されたら辛すぎる。

（そういえばやたら素直に帰っていったな……）

　僕をこの面でも育ててください、などと言っていたから今夜ももしかしたら身体を求められるかもしれない、と考えていたがラインハルトはそんな素振りをついぞ見せなかった。

　遠征後で彼もそれなりに疲れていたのかもしれない。

（とりあえずなるように、なるはずだ）

　リッカはそんなことを思いながら、そのまま眠りについた。

















第三章












　それからラインハルトとの〝親密な関係〟が始まった。

　のだが。

「おはようございます、リッカ副団長！」

　朝から元気いっぱいに声をかけてきたラインハルトはまさにいつものラインハルトで拍子抜けするくらいだった。

「おいグライバル、遠征はどうだった？」

　他の騎士たちに尋ねられても、

「リッカ副団長と一緒だったのでとても楽しかったです！」

　と元気よく答えるだけだった。そんな風に返事をしても、他の騎士は〝リッカの犬〟であるラインハルトらしい答えだと誰もまともに取り合わない。

　これならばリッカさえ気をつければ、誰も二人の〝親密な関係〟について気づかないのだろう。

（ある意味、すごい……）

　リッカはちょっと違う方向で感心しつつ、ロルフが待つ騎士団長の執務室へと向かう。遠征先で巻き込まれた事件について報告するためだった。

「そんなわけで、犯人たちは相手側の騎士団に引き渡してまいりました」

　ロルフが眉間に皺を寄せる。

「危ないところだったのだな」

　リッカは視線を落とした。

「勤務外の時間ではありますが、不甲斐なかったです。昨日に関してはグライバルが応援に来てくれて助かりました」

　騎士になってから、肉体的に痛めつけられること、女性であることで性的な被害を受ける可能性があることは覚悟している。またリッカを守るためにほかの騎士たちが遅れを取ってはならない、とも。だからもしもの時は助けを呼ぶのではなく、全てを自分で引き受けようとリッカは心に決めていた。

　だがいくら覚悟はしているとはいえ、被害はないに限る。

　リッカの答えにロルフは頷いた。

「そうか。〝お前の犬〟が間に合ってよかった」

　そういってから騎士団長はにやりと笑った。

「頑張った犬には褒美をやらねばな？」

　リッカは瞬く。

「はぁ……、賞与でしょうか、それとも昇進でも？」

　彼女の答えにロルフは爆笑した。

「そんなものはグライバルはいらないだろうよ。あいつが欲しいのは主人からの褒美だよ」

「はぁ。まぁ……副団長権限として休暇でも特別に与えましょうか」

　困惑してそう答えるリッカを尻目に、ロルフはただただ笑い続けた。






　そんな風にして秘密に〝親密な関係〟が始まったが、ラインハルトはあっという間にリッカの生活に馴染んだ。

　もともと部下として可愛がっていたこともあり、お互いに性格を熟知しているというのも大きかったかもしれない。気心の知れた相手ということもあり、ラインハルトと家で過ごしていてもまったく苦痛ではなかった。

　彼はほぼ毎日といっていいほどリッカの家を訪れる。

　仕事を終えると着替えてからリッカの家を訪れ、真夜中になる前に帰っていく。外泊するわけではないので、寮でも彼の変化は気づかれていないはずだ。

　ラインハルトはあの夜以降、リッカを抱こうとする素振りすらみせない。

（そうだよな、あんな醜態を見せてしまったのだから萎えるよな）

　リッカはそれを当然だと受け止めていた。

　同じような性指向を持っている男性ならば、とは思うが、手を縛るだけでも躊躇っていたラインハルトにその素質があるようには到底思えない。

（この〝親密な関係〟を言い出したのも、きっと私の自尊心のためなのだろう）

　やがてリッカはそう結論づけた。

　あの夜限りでとラインハルトが切り出したらリッカが傷つくだろうと慮ってくれたのではないか、とまで考える。

（いい奴なんだよな、グラ……ラインハルトは）

　そんなラインハルトが今夜もやってきた。

「こんばんは、リッカさん」

　ひとたびリッカの家に入るとラインハルトの顔は騎士団のときよりもずっとふにゃふにゃになる。段々リッカにはその違いがわかるようになってきた。

「お土産です」

「おい、またか……！」

「いいじゃないですか。〝親密な関係〟の女性に何かをあげたいと思うのは自然の心理ですよ」

　そういいながら渡されたのは白い箱だった。

　おそるおそる開けてみると、そこには可愛らしいピンク色のマカロンがつめられている。

「可愛いでしょ？」

「私には似合わないと言っているのに！」

　そう言いながらリッカは蓋をそっと閉める。

「似合いますよ？」

「まぁ菓子に罪はない。食後にお茶と共にいただこう――夕食、食べていくよな？」

　水を向けると、ラインハルトが更に笑み崩れた。

　ラインハルトはリッカの後ろをついて回る。食後、皿を洗う彼女の手伝いをしたがり、風呂場で洗濯をするといえば洗濯板をリッカから取り上げる。最初は自分のペースを乱されてリッカはとまどうばかりだったが、ラインハルトは要領よく家事を覚えていった。

　今日の彼のお土産であるピンク色のマカロンは、甘酸っぱくてとても美味しかった。

　それからラインハルトとソファに座ってワインを飲む。

「嘘だろう!?　ジェセフとメイベリィが付き合っているだなんて！」

　第三騎士団に属している騎士と、文官が付き合っていると聞いてリッカは目を丸くした。

「嘘じゃないですよ～、めっちゃ態度に出てますもん。知っている人も多いんじゃないかな」

「別に職場恋愛は禁止されていないが……、ただ驚いた」

　リッカはぐび、と赤ワインを飲んだ。

「知らなかったのなら驚いたでしょうね」

　ラインハルトは穏やかに続ける。

「ああ、全く気づいていなかった。私は本当に他人の機微には疎いな」

　リッカが苦笑すると、彼の目が丸くなった。

「まさか、そんなわけありませんよ。リッカさんはかっこいい副団長ですし僕は心から尊敬していますが、もっとも好きなのは優しさを兼ね備えているところです」

「優しさって……何を言ってる」

　彼女は本気でとまどい、ワインを呷った。

「本当です。僕がハイランディ騎士団に入る前に見かけたときだって――」

　ラインハルトが何かを言いかけたが、リッカはそれを乱暴に遮る。

「私は出来損ないだ。人とまともに寝ることだって出来ない」

　ラインハルトが口をつぐんだ。

　自分でも酔い過ぎている、と分かっていた。だが言葉はとどまることを知らない。

「普通にできたらどれだけよかったか。だが私は普通にしたくても無理なんだ」

　ラインハルトが静かに口を開いた。

「……ひどくされたいんですね？」

「ああ。どれだけその行為が倒錯的だと分かっていてもやめられない。罪深いことだと分かってはいるのだが――」

　だがラインハルトは首を傾げる。

「罪深いですかね？　別に無理にやめなくていいのでは？」

「は？」

　ぽかんとしてリッカはラインハルトに視線を送った。

「僕が付き合います。あ、経験がなさすぎて、リッカさんが求めるほどひどくは出来ないかもしれませんが。手を縛るくらいならできるってこの前分かりましたし」

「手を、縛るくらい、なら……？」

「はい。藁の紐で身体中ぎちぎちに縛り上げて、とか言われちゃうと、ちょっと結び方から学ばないといけないですが、そこまで求めますか？」

　ラインハルトは決してからかっていない。至極真面目に言っている。

　リッカにはそれが分かった。

（……なんてやつだ……）

　彼はリッカの望みを真正面から受け止め、叶えようとしてくれるのだ。

　胸がかっと熱くなり、彼女は首を横に振る。

「そこまではしなくても大丈夫だ」

　ラインハルトはぱっと笑顔になった。

「それはよかった！　じゃあ僕に準備させてください」

「準備……？」

「はい、準備です。今度リッカさんとするときは、ああやってなし崩しじゃなくてちゃんとゆっくりしたいと思っていたんですよね！」

「え、お前、私を抱きたかったのか？」

　リッカが唖然として呟くと、ラインハルトの頬に朱が走る。

「当たり前です！　僕のあちらの方面を鍛えてくださるって約束したじゃないですか。あれは嘘だったんですか？」

　ぐ、とリッカは押し黙った。

　この会話の行く末は、次回の同衾することについてでにわかには認めがたい。

　ラインハルトはみるみるうちにしゅんとする。

「僕の考え違いでしたか……？　確かにこうやってリッカさんの家に入れていただけるだけである程度は満足していますけど」

「それは、まぁ……」

「騎士として誓ってはいただけていなかったから、仕方ないといえば仕方ないかもしれませんが。この前は嫌でしたか？　僕のことは生理的に受け付けない？」

「い、いやそんなことは決して……」

（それどころか、むしろーー）

　赤茶っぽい髪色も、エメラルドグリーンの瞳も、黙っていれば凛としている端正な顔がリッカを見ると綻ぶのも内心可愛いと思っている。可愛いものが好きなリッカとしては、ラインハルトは好み中の好み、ど真ん中だ。

（嫌悪感はないし、約束のこともある。だからといって、私を抱く話を面と向かって話すのはちょっとな）

　流石のリッカも躊躇ってしまった。

「だったら、次回のチャンスをください！」

　追いすがるようにラインハルトが言う。

「チャンス、だと？」

「はい、この前は全然良くできませんでしたから、今度こそ！　僕はこちらの方面もリッカさんと真面目に学んで、成長してみせます！」

　なんの宣言だ。

　ぶは、とリッカはふき出す。

「笑わないでください、僕は真剣です」

「いや、でもお前、そもそも全然私を抱きたそうなそぶりもなかったじゃないか」

　指摘してやると、ラインハルトの顔がみるみる真っ赤になる。

「そんなわけありません！　いつだって……その、リッカさんとは……、ですけど前回があまりにも突発的すぎたので！　だから、その、僕はリッカさんの心の準備が出来るまで待とうと思っていただけです……」

　最初の勢いはどこへやら、最後は小声になってしまった。

（ここまで言ってくれるなんてな）

　リッカの口元が自然と緩む。

「ふふ」

「だから笑わないでくださいよ……」

「すまない。まさかそこまで考えていてくれるとは」

　リッカは素直に謝罪した。

「だってこの前まで未経験だったんですよ？　そりゃ次回こそリッカさんにいい思いをさせたいって思うじゃないですか、僕としては」

「ラインハルト……」

　リッカの胸が再び熱くなる。

「私みたいな出来損ないにそこまで思ってくれていたのだな」

　しみじみ呟くと、ラインハルトが目元に力をいれてリッカを睨む。

「だからリッカさんは出来損ないじゃないです！　僕にとってはとにかく可愛いんですから！」

　自分こそが可愛いの極み、のような顔をしたラインハルトの言葉に、リッカの口元は再び笑みをつくった。

「あ、信じてないですね？　罰として次のときは僕が言うことを全部聞いてくださいね」

「分かった、分かった」

「本当に分かったんですね？　二回続けて言うと真剣かどうか怪しいですよ」

「騎士として誓う」

　ようやくラインハルトが極上の笑顔を浮かべた。

「やった！　忘れないでくださいよ！」






　☆






　ある週末の夜。

　ラインハルトは寮に外泊届を出して、意気揚々と登場した。

（騎士の約束なんて軽々しくするものじゃないな）

　ラインハルトが購入してきたものを見下ろしながら、リッカは約束を少しだけ後悔していた。

「これはどうやって手に入れたんだ？」

　声が多少上ずっていたような気がする。ソファの上に並べられたそれは、スモーキーなライトピンク色の可愛らしいランジェリー、真っ白の絹のリボン、それから蝶をモチーフにした銀色のクリップが二つ。

「どうやってって……僕がリッカさんの身体につけるものを誰かの手に委ねると思いますか？」

「そ、そうなのか……？」

「はい。だから僕が店に行って買ってきたんです。紐で縛り上げられなくてもせめて、と思って。僕にはちょっと刺激が強すぎましたけど、店の主人が――あ、男性でした――すごく親切に相談に乗ってくれました」

　それからラインハルトは続けた。

「安心してください。ちゃんとトゥーランズまで行ってきました。だから誰も僕のことは知らないはずです」

　トゥーランズはここから四つほど先の街で、大人の足でも片道一時間はかかる。大きな街なので顔もさしにくく、確かにこういった物を買うならうってつけだろう。

「ご配慮、ありがとう、と言うべきなんだろうな……？」

　リッカはランジェリーを手にとってみる。

　それは手触りの良いベビードールだった。胸の部分も下着の部分もすけすけで何も隠れない。胸も秘めたる部分も、サイズから形まで何から何まで丸わかりだ。普通の女性より身長が高いリッカが着たら膝よりかなり上の丈になるだろう。

　後ろ側は背中部分でリボンで結ぶ形になっていて、リボンをほどけばあっという間に脱げてしまう。

　目的は明らかではあるが、全体的にとても上品で可愛らしい印象を与える。

「いろんな下着がありました。もっと扇情的なデザインもあったんですけど、リッカさんにはこれが似合うと思ったので」

「だがこれは可愛すぎないか……？」

「まさか。リッカさんの可愛さには遠く及びませんよ」

　それからリッカは蝶の形のクリップを手に取った。

「これは……？」

「使わなくてもいいですけど、ニップルクリップです」

「ニップル、クリップ……」

　クリップの部分は乳首を挟んでも痛くならないように柔らかな素材が使われている。

「人によっては引っ張るのが好きらしいのですが、僕はそれは出来なそうなので、これにしました」

　ラインハルトが説明するには、二つのニップルクリップの間をリボンで繋いでいるものも売られていて、行為の間にリボンを引っ張るとニップルクリップが乳首から外れるのだという。

「多少は痛みを感じるそうです。そういう刺激が好きな方もいらっしゃるらしいですが、気をつけないと腫れると聞いたのでとりあえず今回は一つずつのにしました。これでも十分刺激はあるらしいですよ」

　リッカは蝶の形のニップルクリップを見下ろす。

（こんなことをしてくれるなんて……）

　ぎゅっとニップルクリップを握りしめた。

　ここでリッカは覚悟が決まった。

「ありがとう、精一杯相手をつとめよう」

　まるで剣の手合わせのときのような台詞だったが、ラインハルトは嬉しそうに目元を緩めた。






　ラインハルトはまるで姫のような寝室を見ても、リッカさんらしいですね、と言っただけだった。

「ああ、可愛い」

　ベッドの上でランジェリーを着たリッカにまたがりながら、ラインハルトがうっとりとして呟く。

「可愛く、ないといっているのに……」

　リッカは視線を逸らした。すけすけのランジェリーだから、何から何まで見えてしまっているだろう。

「リッカさんがなんと言おうとも、僕にとっては可愛いからいいんです」

　そう言うと、彼はつんと尖った乳首に触れた。

「ニップルクリップ、つけますか？」

　リッカは少し考えて、首を横に振る。

「今日はいらない」

　ラインハルトは意外そうな顔になったが、すぐに承知した。

「わかりました」

（ラインハルトはきっと普通の性交の経験が欲しいのだろうから、なるべくそうしてやりたい）

　蝶のニップルクリップはラインハルトの優しさの表れだった。それに甘えるべきかもしれないが、リッカはリッカなりにラインハルトの優しさに応えたいと思ったのだ。

「手は縛りますよね？　主人に相談したら色々紐を出してきたから焦ったんですけど、結局これにしました」

　彼がそういうなり、自分のシャツの胸ポケットから白いリボンを取り出す。

「絹で出来ているらしくて、きつく縛ってもそこまで傷がつかないという幅広のにしました。でもちぎれにくいから、ちゃんと縛られている感があるそうです」

「……うん、ありがとう」

　ラインハルトは微笑んだ。

「お礼はいりません。さあ手をこちらにください」

　前回と同じようにリッカが両腕を差し出すと、ラインハルトが絹のリボンでしばってくれた。そのまま両手を上にあげてしまうと、身動きしにくくなる。

　これこそが自分の望む姿だ。

　リッカは無意識に熱い息を吐き出す。

「綺麗ですよ、リッカさん」

　ごくりとラインハルトが喉を鳴らした。

「そんなわけないだろ、やめろ……」

　ラインハルトの熱っぽい視線に耐えかねて、顔を横に向ける。

「だってこのラインとかすごくなまめかしくて」

「んっ……」

　ラインハルトはリッカの手から肩までゆっくり撫で下ろし、そのまま腋から腹へと滑らした。ランジェリーの上からだが、それだけでぞくぞくっと背筋に悦びが走る。

「これから僕のものにするんだって思うと、たまらない気持ちになります」

「んっ……」

　彼の指がへそをくすぐる。

「リッカさんの願い通りに手荒くできないかもしれませんが、出来る限りのことはします」

「い、いい……、そんな手荒くしなくてもいいんだ」

　ラインハルトは顔を曇らせた。

「ですが僕が期待に応えられなくて、他の人のところへ行かれたら辛いんです」

「お前と……親密な関係、である間は、他の男には頼まない。それは約束する。だがラインハルト、お前も一つ約束してくれ」

「なんですか？」

　リッカはラインハルトを見上げる。

「私がどれだけ女らしくても、どうかあきれないでくれ」

　ラインハルトの瞳に何らかの感情がざっと流れた。だが瞬きの間にそれは消え去り、ラインハルトは真剣な表情で頷く。

「当たり前です。どんなリッカさんも僕は好きですから」






　ラインハルトはリッカの身体を丹念に探った。

　文字通り頭から足の先まで。

　最初はおずおずとした手の動きが、リッカの息があがっていくにつれ大胆になっていく。優秀な騎士らしく、ラインハルトはすぐにコツをつかんでいった。

　ランジェリーの上からだと直接肌に触れられるのとはまた違う気持ちよさを感じる。このもどかしさが興奮の材料の一つとなった。

「ここ、良さそうですね」

　ぐるりと指で乳首の周りを触られる。けれど肝心の乳首を触っては貰えない。布の肌触りと指の熱さ、それだけでは足りない。足りないからこそ期待感が高まる。

「んっ……！」

「ランジェリーの上からニップルクリップをしますか？」

　ううん、とリッカは首を横に振る。

「いらないの。お願い、触って」

　ラインハルトの瞳が爛々らんらんと輝いた。

「どこをですか？」

　快感がすぐそこにあるというのに、もじもじしている余裕はなかった。

「ちくびを、ぎゅってして」

「ああ、かわいい……！」

　ラインハルトが熱に浮かされたように呟くと、両の乳首をネグリジェの上からつまむ。びりびりとした快感がリッカの全身を貫く。

「あっ……、これ……、すき……」

「やばい、僕もう出そうです」

　ラインハルトはそう呟くと、それからぎゅうぎゅうと彼女の乳首を虐めた。彼女の上にまたがっているから、ラインハルトのそれが布越しでも大きくなっていることを感じる。彼はまだ服を脱いでいなかった。

「いれて」

　とろんとした眼差しでそれを求めた。

　娼夫のときは挿入まで求めていないが、ラインハルトは違う。リッカがそうねだると、ラインハルトは捨てられた犬のような表情になった。

「今日は服を脱いでもいいですか？」

「いいよ」

　リッカが答えると、彼は猛烈な勢いで服を脱ぎ捨てた。ラインハルトはそこまで大柄というわけではないが、筋肉質の良い身体をしている。その彼の屹立きつりつは大きくて臍へそまでつく勢いでそそり立っている。

「すごくおっきいね……」

　この前は薬に浮かされてまじまじと見ることがなかった。リッカがそう感想を漏らすと、ラインハルトの顔に朱が走る。

「いれたい、ですリッカさん」

「うん、いいよ」

　ラインハルトは彼女の太ももを広げた。ランジェリーを着たままだから倒錯的な気分になる。リッカはうっとりとして彼女の秘裂にこすられた雄々しいその存在を楽しんだ。

「んっ……」

　やがてそれがつぷり、と中に入ってくる。リッカの蜜道はきゅんきゅんと喜んでそれを受け入れた。湿った蜜道を確かな質量のあるそれがすすんでいくと、ぞくぞくするほど感じる。

「いい……ッ」

　リッカがそう呟く。ラインハルトの息が荒くなる。それは我が物顔で中に入り込んできた。

「あ……、気持ちいいよ、ラインハルト」

　リッカはもじもじと身体を左右に揺らした。手を縛られているから、その動きしかできないという窮屈さがリッカの性感を高めていく。

　ラインハルトがその精悍せいかんな顔を歪めた。

「リッカさんの中、やばいくらい気持ちいいです」

「私も。ね。ラインハルト、もっとちょうだい……！」

　懇願すると、ラインハルトがぐっと腰を奥につき、リッカは悶えた。すぐに彼女の奥の奥までラインハルトのそれが入り込む。

（気持ちいい……！）

　リッカの身体が小刻みに震えた。ラインハルトがはぁはぁと息を吐きながら、一旦腰を引き、とんと奥を突いた。

「――！」

　びりびりっとした快感が背筋を走る。リッカが喘ぎ声を上げはじめると、ラインハルトの動きがもっと大胆になる。

「あっ、あん、あ……！」

　ごつごつと奥を突かれて、リッカは喘ぎ続けた。

「きもち、いいですか、リッカさん……！」

「うん、ん、きもちいいよぉ……！」

　がつがつと貪るように奥にたたきつけられて、リッカはその熱に翻弄された。

「くそ、こんな可愛いリッカさんを他の男も知ってるなんて……！」

　ラインハルトが顔をしかめながら、そんなことを口走る。

（この前も、そんなこと言ってた……けど、ほかの、男なんて……いないけどっ……）

　挿入は初めての恋人との一回だけだ。リッカはそんなことを思いながらも嬌声を上げ続ける。

「んっん、あ、だめ、も、いっちゃう！」

「リッカさん！」

　ぎゅうと中にいる彼を喰い締めながら、リッカは絶頂に達した。時同じく彼のものが引き抜かれて、白濁が腹の上に吐きだされる。絶頂はあまりにも激しく、目の前が真っ白になった。ラインハルトが彼女に覆いかぶさり、ぎゅっと抱きしめた。
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　ようやく意識が戻ってきて、呼吸が普通にできるようになる。ラインハルトがそれに気づいて抱擁を解くと、ごろりと横に寝転ぶ。

　リッカは自身の身体を見下ろす。

（せっかく可愛いランジェリーなのに、ぐちゃぐちゃになってしまった）

　そんなことを思った。

　そしてとにかく、すごく気持ちが良かった。

（ラインハルトは私との練習なんて必要ないのではないだろうか）

　ラインハルトが身じろぎ、再び彼女の胸を弄いじり始めたのでその考えはどこかへ消えた。

「え、まさかもう一回……？」

　ぱっと彼を見ると、ラインハルトはにっこりと笑った。

「はい、まだ味わい足りません」

　結局ラインハルトは朝までリッカを離してくれなかったのだった。

















第四章












　ラインハルトとの〝親密な関係〟はそれからも順調だった。

　騎士団にいるときは上司と部下の顔を崩すこともなく、共にリッカの自宅で過ごす時間はただただ甘い。

　毎日のようにリッカの家にやってきては、可愛いお菓子や花、店で見つけた小物などを手土産にもってくる。

　それを手にしたリッカに

「可愛いリッカさんにぴったりですね」

　などと邪気もなく微笑む。よく飽きないものだ、それにラインハルトの目はどうかしているのだろう、と彼女は結論づけた。

　ラインハルトは平日は決してリッカの家に泊まるようなことはしない。だが週末、二人共非番の日は寮に外泊届を出して、彼女の家に入り浸るようになった。下手をしたら金曜の夜から日曜の夜まで一緒にいることだってある。

　ラインハルトが望めば、一緒にベッドを共にした。

　彼は今ではリッカの気持ちの良い箇所をよく知っていて、彼女をぐずぐずに蕩かしてしまうこともある。絹のリボンやランジェリー、たまにはニップルリングを使う。

　ニップルリングを初めて使った夜。

　興奮しすぎたリッカが、まだ使う前だというのに乳首をぴんと勃たててしまうと、ラインハルトの目の色が変わった。

　彼にニップルリングをつけられ、そのまま優しく蝶をつつかれると、クリップが揺れる刺激だけでリッカは軽く絶頂してしまった。

「あっ……！」

　がくがくっと膝を揺らしたリッカに、まるで舌なめずりをするかのようなラインハルトが囁く。

「リッカさん……、もしかしてこれだけでイッたんですか？」

「だって……」

　顔を真っ赤に染めたリッカにラインハルトも興奮した。

「可愛い、リッカさん」

　その夜は普段以上に刺激的な愛の交歓こうかんとなった。






　リッカにとって不思議なことに、ラインハルトとこうした親密な関係を結んだにもかかわらず、決して彼女が変わることはなかった。仕事はいつもと同じ、もしくはいつもよりも熱心に取り組むことができたし、帰宅すればラインハルトが側にいてくれるだけで癒やされる。二人のルーティーンが出来上がってくると、窮屈どころか、彼女にとって心地よいものになっていく。

（いつまでもこんな関係が続くわけがない）

　だがラインハルトとの生活があまりにも居心地がよかったために、リッカはそのことをまともに考えないようにしていた。

　ある週末の夜のことである。

　リッカの家で共に夕食を取っていると、どんどん、と扉が強く叩かれた。リッカが扉を開けるとそこには見知らぬ男が立っていた。

「なにか？」

「リッカさんですか？　私はメラニーさんから頼まれてやってきた伝書人です」

　メラニーはリッカの姉の名前だ。

　平民であるメラニーはほとんど文字の読み書きができない。だから緊急の用事があるときはこうして伝書人を雇い、伝言を相手に届けてもらうのだ。

「家でなにか……？」

　はっとしたリッカに向かって、男が頷く。

「お父様が倒れられた、至急お戻りください、とのことです」

　男はそれだけ伝えると去っていった。

（父さんが……!?）

　呆然としたリッカが扉をしめるとすぐ後ろにラインハルトが立っていた。

「すぐに向かいましょう！」

「……え？」

「お父様が倒れられたんですよね？　すぐに行かないと！」

　リッカの実家がある街にはここから馬で二時間ほどかかる。幸い非番の週末で、今から向かえば月曜の朝には戻れる。

「私だけ、行くからお前は今日は寮に戻れ……」

「だめです」

　ラインハルトははっきりと首を横に振った。

「そんな青ざめたリッカさんを一人で向かわせるわけにはいきません。僕も一緒に行きます。馬を借りてきますから待っててくださいね！」

　ラインハルトは家を飛び出していった。

　リッカはぼんやりとその後姿を見守るだけだった。自分で思っている以上にひどく動揺していて、まともに思考が働かない。

　だから彼女はそれからしばらくして馬を借りてきたラインハルトに急かされるまま、二人で共に実家に向かったのだった。






　リッカの実家がある街は、今住んでいるハイランディに比べれば規模は小さいが、そこそこの地方都市である。もっともリッカの両親がここに住み着いているのは、少し足を伸ばせば良質の木がふんだんに採れる森が広がっているからなのだ。家具職人の父にとってそれ以上の条件はなかったのである。

　だがその父とは、いつものことだがまともに話すことが出来なかった。

　それまでベッドにぐったりと寝ていた父が、寝室に入ってきたリッカの姿を認めるなり、顔をしかめた。

　父は黙って、壁に向かって寝返りを打つ。

　ぐ、とリッカは拳に力をいれた。

　彼女は一拍だけ置いて、父の背中に呟く。

「お疲れがたまっていたとか。どうぞお大事になさってください」

　父は何も答えず、リッカも答えを期待していなかった。彼女はそのまま黙って父の寝室を後にする。

（いつもこうだ……）

　寝室から一歩出ると、彼女はふうと息を吐いた。

「リッカさん、お疲れさまでした」

　すぐ目の前にラインハルトが立っていたことに気づいて、彼女は慌てて顔をあげた。狭い廊下だというのに、まったく気づかなかった。

「ああ」

　彼女は意識して口元を緩める。

「ついてこい。家族に紹介する」

　先程は挨拶する間もなく、慌ただしく父の寝室にきてしまったのだ。

「素敵な家ですね」

「そうか？」

「そうですよ。リッカさんがどうしてあんなにご自宅を綺麗にされているのか、わかりました」

　貴族の邸宅に比べると段違いの粗末さではあるが、職人の父が作るどっしりとした重厚な家具たちと、家事が得意な母のおかげで、住みやすい空間になっている。廊下の先にある居間にいくと、母と姉、それから弟が待っていた。

　全員リッカと同じく銀色の髪の持ち主だ。その中で母と姉はよく似ていて、小柄で可愛らしい印象を与える。リッカと弟は父似なのである。

「リッカは忙しいのに、呼び立てちゃってごめんね。お父さん、珍しく気落ちしていたから焦っちゃって」

　姉のメラニーが謝罪してくれたが、リッカは首を横に振った。

「いや、週末だし、元々休みだったから気にしないで」

　姉がほっとしたような表情になった。

「それでお父さん、何か言ってた？　リッカが来たら元気を出すかなって思ったんだけど」

　リッカは軽く肩をすくめる。いつものことだ、と言わんばかりのリッカの態度から父の対応を察したメラニーは口をつぐんだ。

　そこでリッカは後ろに立っているラインハルトを紹介する。

「紹介が遅れてしまったが、彼は私の部下なんだ。たまたま一緒にいたんだが、私を心配してついてきてくれたんだ」

「はじめまして、ラインハルトと申します」

　ラインハルトは如才なく自分が貴族であることは伏せて挨拶をした。ラインハルトはリッカたちに比べると格段に上質な服を着ているから、リッカの家族は気づいているだろうが、これは彼らしい気遣いだ。

「狭い家ですが、よろしければ泊まっていったら？」

　母はそう勧めてくれたが、リッカは首を横に振った。

「父さんの顔を見たからもう帰る。明日は休みだが、明後日から勤務だしな」

　リッカが断ると、母は一言お父さんに声だけかけてくるわね、と居間を後にした。

「リッカの部下でいらっしゃるんですね。リッカって騎士団ではどんな感じなのですか？」

　メラニーが尋ねると、ラインハルトは微笑んだ。

「すごく格好いいですよ。僕の自慢の上司です」

　まぁ、とメラニーが嬉しそうに笑った。

「それを聞いて、安堵しました」

「リッカ姉ちゃんは昔からずっと強かったんだ」

　弟のジョージが嬉しそうに続けると、ラインハルトが頷く。

　ラインハルトはすぐにリッカの姉弟に馴染んで会話を始めた。リッカはあまりにも母が帰ってくるのが遅いと思い、そっとその場を後にした。

　廊下に出て、父の寝室の前に立つ。

　帰宅の挨拶くらいはするべきだろうか。

　そう考えてドアノブに手を伸ばすと同時に母の声が響いた。

「顔くらい出したらいいのに、せっかくリッカが帰ってきてくれたのよ」

「別に頼んでいない」

「あなた、そんなことを言って……」

　母の声が困惑している。

「部下の方だっていらっしゃるのよ？　すごくご立派で、貴族の御子息だと思うの。挨拶くらいしたらどうかしら？」

「リッカの部下だと？」

　この流れで、父がリッカのことを否定するような流れになったらーー。

（これ以上は聞いていられない）

　リッカはそっと手を下ろすと、くるりと向きを変える。

　するとそこにはラインハルトが立っていた。その瞳を見た瞬間、リッカはラインハルトは全てを聞いていたのだ、ということを理解した。

　だが近寄ってきた彼は余計なことは何も言わず、ただリッカの背中をぽんと叩いてくれた。
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「――！」

　たったそれだけだったが、リッカの漣さざなみ立っていた心が落ち着く。

（ありがとう、ラインハルト……）

　心の中でそっと呟いた。

　結局父には挨拶をせずに帰宅した。ぜひ次はラインハルトさんもゆっくり来てね、と母や姉弟たちに見送られた。

　リッカは自分がどんな顔をして家族に挨拶をしたか、よく覚えていない。

　自宅に戻ると、ようやく肩の力が抜けた。実家に戻ったのが夢の中の出来事のようだった。ぼんやりと立ち尽くしているリッカを、ラインハルトがそっと抱き寄せる。

「しばらくこうしていてもいいですか？」

　まるで自分が傷ついたかのような口ぶりだった。

（ラインハルト……）

　彼の温もりを感じると、凍っていた心が溶け始めるような感覚に陥った。リッカはおずおずと彼にもたれかかる。その晩ラインハルトはリッカの隣で彼女を守るかのように寄り添って眠ってくれたのだった。






　今夜もラインハルトがやってきた。

「こんばんは、リッカさん。はい、これリッカさんに似合うと思って！」

「ああ」

　リッカが玄関の扉を開けるなり、ラインハルトが白い花を一輪差し出す。花の茎にはきれいなリボンが結ばれている。

（女の子が喜びそうな花だな……）

「ああ、やはりしっくりくるな。すごく綺麗ですよ」

　にこにこしながらラインハルトが言う。

「俺のリッカさんは本当に可愛い」

　目尻を下げて付け加えられたその言葉を聞いた瞬間、リッカの頬に赤みが差した。

（うわっ……なんでだ!?）

　今までだって何度だって可愛い、と言われている。その度にリッカは「そんなわけはない」と答えている。

（この前からなんだか変だぞ……！）

　実家に共に戻ってから、ちょっとしたことで動悸を覚えるようになってしまっている。どうしてかラインハルトに対してこうして過剰ともいえる反応をしてしまう時があるのだ。

　特に可愛い、などと言われるとすぐに赤面してしまうから困ったものだ。

　そしてそんなリッカにきっとラインハルトは気づいているはずなのに、にこにこしながら黙っているのもまた面映い。

（くそっ……なんでだ！）

　リッカはダイニングテーブルの上にある一輪挿しの花瓶に花を差す。花に罪はないから大事にするつもりだ。そんなリッカを後ろからぎゅっとラインハルトが抱き寄せる。

「可愛いですね、お花もリッカさんも」

「――！」

　ぐっと目を瞑って、こみ上げてくる衝動をこらえた。

　こうしてラインハルトに優しくされる度、抱き寄せられる度、いてもたってもいられないくらいの気持ちがわきあがる。彼の想いを感じ、彼の言葉を信じたい、自分は可愛いのだと――。

（もうそれ以上考えるな！）

　リッカは自分を律した。なんとかこらえると、何気ない様子を装ってラインハルトに話しかける。

「今夜はシチューにしたがいいか？」

「やっぱりシチューですよね、匂いからそうかなって思ってました」

　ラインハルトがあまりにもわくわくしているので、リッカの口元が自然と弧を描いた。






　その言葉が嘘ではないことを証明するかのようにラインハルトはシチューをお代わりした。身体を動かす騎士だから当然かもしれないが、ラインハルトもこの身体のどこに入るのだ、というくらい食べる。食べるが今夜の食いつきはいつも以上だ。

「ああ、本当に美味しいです～。リッカさんのシチューを食べると、他のシチューが食べられなくなります」

「そ、そうか？　普通だと思うが……大体ラインハルトの家はちゃんとした料理人がいるんだろう？」

「いますけど、全然ちがいます！」

　スプーンを握りしめたラインハルトが力説する。

（やはり貴族だから家に料理人はいるよな……。こんな素人が作った料理をうまいっていうなんて気を遣ってくれてるんだな）

　運命のめぐり合わせでたまたま上司と部下として出会ったが、本来ならリッカとラインハルトは話すこともままならないほどの身分の差がある。

「今まで聞いたことがなかったが、どんな家なんだ？」

　水を向けてやると、彼が目を丸くする。

「……どうした？」

「リッ、リッカさんが僕に家のことを……!?」

　そこでリッカははっとした。

「ああすまない。もし答えたくないなら、いいんだ。上司が部下に立場を利用して何かを強要してはならないからな」

「リッカさん！」

　だん、とラインハルトが机にスプーンを置く。

「お、おう……？」

「僕達は〝親密な関係〟で、今は上司と部下じゃありません！　そんな寂しいことを言わないでください、僕はリッカさんに家族のことを尋ねられて本当に嬉しいんですから！」

「お、おお……？　嬉しいなら、何よりだが……？」

「はい！　なんでも聞いてください！」

　と、ラインハルトはにっこにこの笑みを浮かべた。

「そ、そうか……、じゃあ家族構成から聞いていこうか。確か三男だったよな――」

　まだ質問が終わらない内に、食い気味に彼が口を開く。

「我が家は両親と二人の兄、それから妹がいます。長兄が我が家を継ぐので、次兄と僕は騎士になりました」

「ああ、上のお兄さんも騎士なのか……？」

「そうなんです！　長兄は既婚で、妹には婚約者がいますが、次兄も僕も婚約者はいません！　いませんから！」

「お、おう」

　あまりの勢いに、押されるがままに頷く。

「長兄と妹はちょっとしがらみに負けましたけど、基本我が家は自由恋愛を推してくれてます！」

「しがらみに負けてるようだが……？」

　思わずつっこみをいれた。

「長兄と妹は、です！」

　だがラインハルトはそう言い切ると、家族の話をし始めた。

　ラインハルトはリッカとリッカの父親の関係について知っている。それもあってか彼の話にはあまり彼の父親が出てこない。それでも家族仲はとても良さそうで、きっと父親との関係も良好なのだろう。

（私とは、全然違う世界、なんだよな……そのうち、きっとちゃんとした婚約者を……）

　そこまで考えると、ちりっと胸が痛んだ。

　リッカはその胸の痛みに気づかないふりをして目の前のシチューをかきこんだ。






　それからしばらくして、リッカはあることに気づいた。

（あれ、ラインハルトは今日は非番だったよな……？）

　リッカは非番ではなかったので夕方に帰宅した。ラインハルトはリッカが帰宅したのを見ていたかのように訪れるのが常だが、今夜はそれはない。

　別に来ないのは構わない。だが気になったのは――。

（前回も非番の日は来なかったよな？　そういえばその前も……？）

　考えてみればラインハルトは三回連続で、非番の日はリッカの家を訪れていない。さすがにこれは偶然とは言い難いだろう。ラインハルトが非番ではない日はほぼ毎日のように訪れるというのだから。

（行かなくてはならない場所でもあるのか……？）

　例えば、実家だろうか。

　実家で……、そろそろ婚約者の選定にでも入っているのだろうか。

　ふと過ぎった考えをリッカは消し去ろうとした。

（だとしても、私になんの関係がある……！）

　そもそもこれは、彼の童貞を奪ったことによる彼女の贖罪から始まった。どれだけラインハルトがリッカに懐いていて、慕っているようにみえても、あくまでも仮初の関係だというのに。

（……いくら跡取りではないとはいえ、ラインハルトは貴族で……、しかも騎士団長にもなれる器だってあるんだ、それを忘れてはいけない）

　リッカはダイニングテーブルの上に置かれている一輪刺しに視線を止めた。ピンク色の花は昨日彼が持ってきてくれたものだ。その隣に、ラインハルトも好きだといってくれた、自分で彫った木彫りのうさぎもある。今ではこの家のどこもかしこも、ラインハルトとの思い出がある。

　リッカは手を握りしめた。






「おはようございます、リッカ副団長！」

　翌日元気いっぱいでリッカの執務室に入ってきたラインハルトが、彼女に休暇願いを差し出した。

「実家で急用ができまして、明日から二日間休暇をいただきたいのです」

「！」

　リッカがラインハルトを見上げると、彼は口元をへの字にする。

「リッカ副団長に二日連続で会えないなんて、僕には耐えられませんが実家からの要請を断りきれませんでした」

　リッカは数秒ラインハルトの顔を見ていたが、ふ、と口元に笑みを浮かべた。

「こちらのことは気にするな。二日と言わず、三日でも一週間でも構わんぞ」

　ラインハルトの顔がこの世の終わり、とでも言いたげに歪められる。

「そういうクールなところも大好きですが！　僕は！　二日でもリッカ副団長の顔が見られないなんて無理です！」

「じゃあ明日から二日な」

　あっさりそう言うと、ラインハルトが頷く。

「はい、お願いいたします。今日の就業後から向かうので、残念ながらリッカ副団長の家にはうかがえません」

　声を落として続けられたそれをリッカは聞かなかったふりをした。仕事中であっても、こうして周囲に誰もいない場合に限り、ラインハルトが二人の関係を匂わすような発言をすることは以前からだ。

「そういう発言はふさわしくないな」

　そうやってやんわり諌いさめると、ラインハルトはしゅんとする。

「すみません、残念すぎて……すぐに戻ってきますので！」

　リッカはそれには頷いてやり、ラインハルトの休暇願いを受け取った。






　翌日リッカが騎士団に出仕すると、第四部隊の騎士たちが噂話に興じながら練習場に向かうところに出くわした。

　彼らはリッカの直属の部下であり、ラインハルトの同僚である。

　持っている防具や剣の音がうるさいせいもあり、かなり大声だった。また背後にいるリッカの存在には気づいていない様子だ。

「グライバルが休暇を取ったらしいな」

「マジか！　あいつが騎士団に入団してから初めてじゃないか!?」

「そうだっけな？」

「じゃあ、いよいよ身を固めるんじゃないか」

「婚約者がいるんじゃなかったか？」

「アーリア嬢、だっけ？　向こうが積極的で困るっていう話だったとか？」

（……なんだって……!?）

　相手の名前まで出ている段階とは思わず、彼らの後ろでリッカは息を吞んだ。

「まぁ年も年だしなぁ。そろそろ結婚ってなるだろうな」

「あいつは結婚したら男爵位をもらえるんだっけ？　まぁそうじゃなかったとしても騎士だったらお相手のご令嬢も文句はないわな」

「そりゃそうだろ。あの女ウケする面構え、しかもあいつは騎士団でも出世が見込める有望株だしなぁ――」

　彼らの会話が徐々に遠くなり、いつの間にかリッカは廊下で一人立ち尽くしていた。

（そうだよな……、そう、だよな……）

　彼女はぎゅっと拳を握りしめる。

「あれリッカ副団長、どうなさいました？」

　後ろからやってきた他の騎士に怪訝そうに声をかけられ、彼女ははっと顔をあげた。

「すまない、考え事をしていた」

　リッカは足早にその場を去ると、自分の執務室に入る。扉を閉め、そこに寄りかかった。

　ふう、と息を吐きながら、目を瞑った。

（予想外のことで動揺してしまったが……、ちょうどよかったんだ。ここらが頃合いだ……私からラインハルトに別れを告げなければ）

　そう思えば、リッカの胸がぎゅっと締めつけられるように痛んだ。

　彼女の脳裏には、ラインハルトとの思い出が過ぎっていく。

　リッカにだけ見せる可愛らしい笑顔や、喜んで夕食を食べる姿。毎回小さなプレゼントを持ってきてくれて、リッカは密かにそれを楽しみにしていた。可愛い花や、お菓子や……。その度に彼が捧げてくれる「リッカさんに似合う」「可愛い」その言葉も。

　リッカの性癖を決して馬鹿にすることなく、一緒に向き合ってくれた。そうして彼女を抱いている間はいつだってリッカに夢中な様子で――。

『可愛い』と何度だって囁いてくれた。

　ラインハルトとの記憶は、いつの間にかリッカにとって忘れられない一時ばかりになっていた。

（ああ、いつの間にかこんなに……）

　しかしリッカはぐっと口元に力をいれると、首を横に振る。

　このままだといつか本当にラインハルトの手を離せなくなる。彼が彼にふさわしい妻を娶めとる、その邪魔をしてはならない。

　自分は副騎士団長ではあるが、ラインハルトにはもっともっと素晴らしい未来が待っているはずだ。

　彼は、望めば王宮の騎士団にだって入団できる能力を秘めている。

　王宮の騎士団は貴族ばかりだと聞く。そこでのし上がっていくとしたら、妻は平民より貴族のほうがいいに決まっている。

　騎士たちの口ぶりから察すると、アーリア嬢は貴族に違いない。それだけでもリッカよりよほどふさわしい相手だ。

　さすがのリッカも、ラインハルトが自分に心を向けてくれていることを否定するつもりはない。だがラインハルトが一時の激情に浮かされて、必要なものを見極められていないかもしれない、とは思う。

（だから、私から――）

　リッカはそう決心した。

　固く決意したリッカは、二日後の夜に彼女の家を訪れたラインハルトにそれを切り出した。

　玄関先で、彼はお土産だと赤い花を差し出したところだった。

「――え？」

「だから、言った通りだ。もうこの関係はやめたい」

　ぽとり、と彼の手から一輪の花が滑り落ちる。

「ど、どうして、ですか……!?　僕が嫌いになったんですか??」

　そうだ、と答えようと思った。

　もうお前にうんざりしている、と続けようと思った。

　だが、それだけはどうしてもリッカには言うことが出来なかった。

「……続けていても未来がないからだ」

「未来が!?　どういう意味です!?」

　がしっと彼の手がリッカの肩をつかむ。力がこめられ、ラインハルトの本気がうかがえる。

「そのままの意味だ。ラインハルトは貴族のご令嬢と婚約するのだろう？　名前はアーリア嬢とやら」

　そこでラインハルトの顔色がさっと変わった。

「どこで、その名前を……!?」

（やはり、本当だったか……）

　リッカは心の中で力なく呟いた。

　そしてアーリア嬢というのが実在せず、ラインハルトが否定してくれるのを心のどこかで期待している自分がいたことを知った。

（浅ましいな、私は……だが、これでふっきることができる）

　リッカは口元に笑みを浮かべた。

　そんなリッカを愕然がくぜんとした表情でラインハルトが見つめる。

「騎士たちが噂していたぞ？　お相手の方が乗り気だとか。婚約発表はいつだ？」

　はっとした彼が首を横に振る。

「違います！　違うんです、説明させてください。僕には婚約者なんていません……！」

　ラインハルトの声はまるで悲鳴のようだった。

　リッカは頷いた。

「わかっている。お前がそんな嘘をついているとは思っていない。本当に〝今は〟いないんだろう」

「だったらどうしてそんなことを言うんです!?」

　リッカは困難な任務に際しわかりやすく説明するときのように、穏やかな口調で続ける。

「だがそれはあくまでも〝今は〟だろう？　いずれ婚約者になるのではないか？」

「アーリア嬢は本当に関係ないんです」

　リッカは顎を引いた。

「だが今まで騎士団にいた貴族出身の騎士たちが貴族以外と婚姻を結んだ例を見たことがない。だから今はよくても、ラインハルトもそのうち貴族のお嬢さんと婚約する必要があるはずだ。――それでいいんだ」

「よくないです！　僕は、リッカさんがいいんです」

　ラインハルトの顔は紅潮していた。まるで子供のように、リッカの言葉をまったく聞き入れてくれない。

　リッカは拳をぎゅっと握りしめた。

（これは言いたくなかったが――仕方ない）

「深みにはまる前に、やめよう。私もお前とこうしていたら、自分の婚期を逃す」

　切り札だった。

　みるみるうちにラインハルトの顔から血の気がひく。

「リッカさん……の婚期……？」

「ああ。私だって結婚をしたいと思っている。それがお前とこうしていたら出会える人に出会えない」

「……、出会える人に、出会えない……」

「ああ」

　今やリッカの胸の中は、彼の悲痛な表情を見るだけで切り裂かれんばかりの痛みを生じていた。

　そして彼に自分がぶつけている言葉の残酷さも、リッカは理解している。

（もう二度と、上司としても慕ってくれないだろうな。だが……それでもお前を自由にしてやらなくてはならない……）

　頃合いを見て、騎士団長に自分かラインハルトの配置換えを頼む必要も出てくるかもしれない。今まで自分の右腕として可愛がっていたラインハルトを切り離さなくてはならない辛さをリッカは噛み締めた。

　自分で切り裂いた傷から血が溢れているような錯覚にリッカは陥っていた。

　ラインハルトがリッカを見つめる。

「もし、僕がリッカさんの秘密を周囲にもらしたら……？　そうしたらリッカさんは結婚できませんよね」

　リッカは一瞬だけ息を止めた。

「言いたかったら言え。構わん――だが、私はお前がそんなことをするとは思えないが」

　そうなのだ。実は当初から、ラインハルトが脅したように、彼がリッカの秘密を漏らすような人間には思えなかった。それは日頃の彼の態度から十分に分かっていたこと。

　それでも彼の提案にのったのは――リッカもラインハルトの手を取りたかったからだ。

　重要なことは何も彼に告げずに、流されるようにラインハルトとの関係を持った。

「お前がそんなことをしないって、最初から分かっていたよ」

　リッカは静かに呟いてから、ふうと息を吐く。

「こんなことを言うなんて、私は卑怯だな」

「リッカさん……」

　ラインハルトはそこでぐっと言葉を呑み込む。

　彼はがしがしと片手で自分の髪をかきむしった。普段の優雅な彼らしくない乱暴な仕草だった。

「リッカさんのことはよくわかっています。多分、リッカさんよりもずっと。今はリッカさんが聞いてくれる状況じゃないみたいですから、一旦引くことにします。でも、僕は諦めませんから」

　リッカの口元がゆるく弧を作る。

「なんと言おうが結論は同じだ。お前も落ち着いたら、納得するはずだ」

　ラインハルトがぎっと彼女を見下ろした。

「僕は、絶対に諦めません！」

　視線の強さに、リッカの心が震えた。

　ラインハルトは手を離すと振り返ることなくリッカの家を出ていった。

　足元に転がっている赤い花をリッカは拾い上げる。

「……ラインハルト……」

　花にそっと口づけた。

　眦に涙が浮かびかけたが、自分に泣く資格はないとそれを手で拭い去る。これからもリッカの性癖を曝け出せる相手は現れないに違いない。ラインハルトと別れた後は、リッカはきっとずっと一人ぼっちで生きることになるだろう。

















第五章












　ラインハルトがリッカの家を訪れなくなってしばらく経った。

　彼はそれでも仕事上では態度を変えることなくリッカの右腕として活躍した。リッカも同じように接するよう心がけた。時々、ラインハルトがリッカに話しかけようとして、しかし躊躇っている気配を感じていた。

　リッカはそれに気づかないふりをし続ける。それがお互いのためになると信じて。時が経てば、ラインハルトが婚約者を連れてきてもきっと祝福できるだろう。






　翌月、リッカの母の誕生日があった。

　それに合わせて休暇を取り、久しぶりに泊りがけで実家に戻った。

「まあ、ありがとう！」

　裁縫が好きな母のために、街で買ったお洒落な布や糸をプレゼントすると大喜びしてくれた。

「これでまたエプロンでも仕立てようかしら」

　うきうきと喜んでくれた母を微笑ましく見守っているリッカに、予想だにしない人から声がかけられる。

「帰ったのか」

　びくっと震えて振り返ると、そこには父が立っていた。

「え……」

　普段父は、工房か父の私室にいることが多い。

　いつもはリッカから声をかけにいかないと、父と会話することなんてほとんどない。だからこれは異例中の異例のことだ。

「聞こえていないのか？」

　母の隣で姉と弟が視線を交わしている。

「……すみません。今、戻りました」

　そう答えると、父が腕組みをして口元をへの字にした。

「母親をちゃんと敬えるのは、悪いことではない」

（え……？　褒められ、た……？）

　普通の人ならこれは褒め言葉とは言わない。だが、何しろ相手は父である。あまりの豹変ぶりにリッカは動揺していた。

　それ以上会話は続かず、父が踵を返した。自室に戻るのだろう。

「……ゆっくりしていけ」

　彼の背中がそう言い、リッカは呆然としたまま立ち尽くしていた。

「あなた、ちょっと……、これから晩御飯ですよ？」

　母が父を追って部屋を出ていくと、ぽん、とメラニーがリッカの肩に手を置いた。

「残念だけどお父さん、あれが限界みたい」

　弟も頷く。

「本当、もっとちゃんと歓迎すると思ったのにな～！」

「結構頑張ったかな!?」

　そして二人は口々に思いもしないことを言い出す。

「お父さんもやっと、リッカのしていることがすごく素晴らしいことだって言えるようになったの」

「全部ラインハルトさんのお陰だよ！」

「……は？」

　ぽかんとして二人の顔を見ると、姉と弟はにこにこしながら話し始めた。

　どうやらラインハルトはあれから度々リッカの実家を訪れていたようなのだ。毎回毎回、リッカのすごいところを父の前で語り続ける。最初は煩わしいという態度を隠そうともしていなかった父だが、やがて根負けして話を聞くようになったのだとか。

「すごい熱弁だったよ～。騎士になるだけでもすごいのに、女性で副団長になれることがどんなに素晴らしい名誉か、それだけじゃなくどれだけ騎士団の皆に敬愛されているか、こんこんと語ってたもん」

「〝まさかお父さんが娘さんがそれだけ素晴らしいのをわからないわけないですもんね？〟ってすごい圧で。最後は父さんも頷くしかなかったもんな、あれはすごかった」

「ラインハルトが……？」

　メラニーもジョージもうんうん、と頷く。

「それは、いつのことだ……？」

　呆然としたままリッカが尋ねると、二人が日付を教えてくれる。

　――それは三回あり、全てがラインハルトの非番の日だった。

　彼女はぎゅっと口元を引き結んだ。

「それでこの前、父さんを迎えに来てさ、一緒にリッカ姉ちゃんが働いているところを見に行ったんだぜ？」

「え？」

　リッカが目を見開く。

「その日はリッカ姉ちゃんが街を巡回する日だから見たいだろって、とんぼ返りになるけどってさ。父さんが馬に乗れないからって荷馬車を借りてきてくれて」

「いつのことだ……？」

　姉の口にした日付に頭を殴られたような気持ちになった。

（嘘だろう……？）

　それはラインハルトが家で急用がある、といって休みを取った日のことだった。彼は実家に戻ったのではなかった。リッカのために、密かに動いていてくれたのだった。

　あまりのことに言葉が出ないリッカに向かって姉がにっこり微笑む。

「貴族の御子息とは思えないくらいね」

「ああ、気づいていたのか……？」

「まぁ、さすがにわかっちゃうわよね」

　姉はふふっと笑った。

「素敵な恋人ね？　貴族の方でも、彼だったら安心だわ」

「……違う、恋人じゃない。彼は、部下だ……」

　リッカがとぎれとぎれに返すと、姉は首を傾げる。

「そうなの？　でもラインハルトさんの気持ちはリッカに向かってると思うけど」

「だが……、そうだったとしても！　彼は貴族で私は平民だ！」

「え、そこなの？」

　姉がぽかんとした。

　そこで弟が口を挟む。

「あの人なら関係ないじゃん？　全部壁を乗り越えそうだけどなぁ。ていうか既に根回ししてそう」

　リッカは首を横に振った。

「だが、彼が出世するためには相手は貴族令嬢じゃないといけない」

　メラニーがそこでリッカの顔をじっと見る。

「それ、ラインハルトさんが言ったの？　そんな人には思えないけどな」

「違うが……だが、それが常識だろう」

　姉は小さくため息をついた。

「常識なんて何の役にも立たないわよ。そもそもラインハルトさんは出世を望んでるって聞いたことある？」

「それは……ないが……だが普段の彼を見ていれば……」

（――本当にそうだろうか？）

　姉の指摘は、リッカの心に漣を起こした。

　誰よりもリッカの理解者である姉は、優しく微笑む。

「気づいた？」

「……」

「自分で勝手に決めつけちゃうところは、リッカの悪い癖だよ。もちろんそれが良い風に出ることもあるけどね。それで騎士になれたのでしょうから」

　姉がぎゅっとリッカの手を握る。

「お父さんのこともそうだと思う」

「……」

「もちろん、お父さんの態度も悪かった。でもリッカもちゃんとお父さんの本当の姿を見ていなかったんじゃない？　結局お父さんに一番似ているのはリッカなのよね。二人ともとっても頑固！」

「ああ、メラニー姉ちゃんが何度言っても、リッカ姉ちゃんは聞こうともしてなかったよな」

　弟もそう言った。

　思えば姉も弟もこうして昔から何度も忠告してくれていたではないか。

　だが今日ほどリッカの心にしみたことがない。

　――ラインハルトが、リッカの頑なに閉じられていた心に少しだけ風穴を開けてくれていた。

「お父さんも頑固だし、口下手よ。でもね、リッカ。お父さんだってリッカのことを可愛くないと思っているわけじゃないの。お父さんは心配しているのよ、貴女のことを。目の届かない街で騎士になったリッカを」

「……そんなわけは……」

「直接お父さんに聞いたこと、ある？」

　メラニーが顔をのぞきこんだ。

　リッカは生まれて初めて、今まで心の中に巣食っていた悩みを吐き出した。

「そもそも生まれた時点で男じゃなかったことであきれられていた。それからは、女らしくない、私を、父さんはずっと煙たがっていた」

　姉は目を見開く。

「ずっとそんな風に思っていたの!?」

「ああ」

「そんなわけないじゃない！」

　姉は本気で否定しているようだ。

　今までのリッカならば、素直に受け取れなかったかもしれないが、今日は違う。

「だが、口に出してみたら、なんだか自分がただの駄々っ子な気がしてきた」

　リッカがそう言うと同時に、父の声が響いた。

「リッカが可愛くないなんて、それは違う」

　リッカは目を見開いた。

（え……!?）

　振り向くと、両親が立っていた。父はいつもと同じ表情だったが、母は泣きそうに見える。

「確かに、最初は自分の跡を継ぐ男子が欲しいと思っていた。それは否定しない。だが、女のお前たちに男だったら良かったなどと思ったことはない」

　今までのリッカならばここできっと口をつぐんでいただろう。だが今日は違う。

　彼女は口を開いた。

「そうとは思えません」

「そんなつもりはない」

　父はそう言い切った。

「だが、たしかにお前は俺に似ているから、無意識に厳しくしてしまっていたかもしれない。磨けば、光ると考えていた。そもそも家具職人は男でなくても良いんだよ。お前は器用だったから、跡を継がせるならリッカだと考えていた」

（家具職人は男でなくていい、そうお父さんは思っていたの……？）

　初めて知る父の考えに、リッカは唖然とする。

「子供の頃、お前がうさぎを彫ったことがあったろう？　お前はなかなか見込みがあると感じた」

「……覚えていたの……？」

　彼が言っているのは、リッカの部屋に置いてあるあの木彫りのうさぎのことだ。まさか父の口からその話が出てくると思わず、リッカの瞳が我知らず潤む。

　リッカにとってあの人形は、父から褒められた唯一といっていい思い出だ。その後も大切にしていたあのうさぎを父が覚えていてくれたことで、どこか救われたような気持ちになった。

「ああ。才能の片鱗が見られた。だから家具職人にするならお前だと思っていたが……お前の心が離れていってしまったのは気づいていた。だから途中で諦めたんだ。そもそも無理に継いでもらう必要もないしな」

　実際、弟のジョージも家具職人の見習いではない。

　リッカが黙り込むと、父が表情を改める。

「家具職人を継がせるかどうかという話はともかく、お前が男だったら良かったなんて考えたことはない。そう思わせてしまっていたのなら、それに関しては親である俺が悪い。……すまなかった」

　父に謝罪された。

　リッカは一度口を開いたが、震えるばかりで言葉にならずまた閉じる。

「傷ついただろうな。今更謝ったところで、とお前に詰なじられても受け入れよう。だが……お前が俺の娘で良かったと思っていることは、どうか疑わないでくれ」

　それは父にできる精一杯の謝罪と歩み寄りだった。

　やはりどうしても、返事はできなかった。

　そのままリッカが俯くとメラニーが彼女を抱きしめた。






　それから家族で、母の誕生日を祝った。

　父はそれ以上何も語らなかった。態度もいつもと変わらず、黙って席に座っているだけだった。もとよりあまり饒舌じょうぜつに話す人ではない。だが翌日、リッカが旅立つ前には母の隣に立ち、また帰ってこい、と言った。

「身体だけは大事にしろ」

「はい。お二人もどうかお体を大切にしてください」

　なんとかそう返事をすると、父は頷いた。

　お互いにすぐには変わることは出来ない。正直、わだかまりが消えるまではしばらく時間がかかるだろう。完璧にわだかまりが消える日は来ないかもしれない。だが、父が変わろうとしてくれている。だから自分も変わろうと自然と前向きな気持ちになれた。そう思えただけで、大きな変化だ。

　馬に乗ったリッカは家路を急ぎながら、様々なことを考える。

　長年の思い込みと、頑なになりすぎていた自身の心がゆっくりと解けているのをリッカは感じていた。それもこれもすべて、ラインハルトがきっかけだった。

　それから、彼がリッカのためにしてくれたこと。

　彼がリッカに手を伸ばし、それから父にも語りかけてくれたから、全てが動き始めたのだ。

　そしてついにリッカは見ないふりをしていた自分の気持ちを認めるしかなかった。

（私は……ラインハルトが好きだ……）

　いつからかは分からない。

　もしかしたら最初からかもしれない。

　けれど、自分のことを好きになるわけがないという思い込みで、ラインハルトへの思いを認めることを良しとしていなかった。

　貴族と平民の違いも、リッカにとっては越えられない壁のように感じていた。

　思いを彼に告げても結果的に一緒にいられなくなって、自身が傷つくのが怖かった。

（本当に私は父さんに似ている……頑固な石頭だな）

　自嘲気味な笑みが浮かぶ。

　ふう、と彼女は息を吐いた。

（今更謝ったところで、と思われても……、だがラインハルトには父にしてくれたことへのお礼だけはちゃんと言わなくては）

　彼女は手綱を握っている手にぐっと力を入れた。






　だが翌日騎士団に出仕したリッカは、緊急で騎士団長が何人かの騎士たちを連れて遠征に出たとの事後報告を受けた。いずれ騎士団長になるかもしれないと目されている騎士たちばかりで、もちろんその中にはラインハルトも含まれていた。

「次の騎士団長を見極めるために連れて行ったんじゃないのか？」

「かもな。前々からマースデン家に戻ってこいって言われてるらしいもんな」

「ああ、じゃあ次の団長は誰だろな。やっぱりグライバルかな――」

　騎士たちはそんな風に噂をしていた。

（そうか……、ついにラインハルトが……）

　彼の能力を思えば不思議でもなんでもない。その点に関しては、彼女は素直に祝福できる。

（だが……、もうこの騎士団では働けないな）

　騎士団長になれば、ラインハルトがアーリア嬢、もしくは違う貴族令嬢と結婚することもますます現実味を帯びるだろう。いずれ子供が出来た、と聞いた時に、彼を心から祝福できるだろうか。

（無理だろうな）

　静かにそう認めた。

　姉にも言われるほどの頑固な石頭の自分だ。決して器用ではない。

　リッカは自分の執務室に戻ると、退団届を書いた。

　ラインハルトに謝罪と礼を言い、その上で差し出そうと彼女は決心した。後を決めるのはラインハルトであって、彼女ではない。

　リッカは書き上げた退団届を、机の引き出しの奥深くにしまった。






　数日後、遠征から戻ってきたロルフ＝マースデン騎士団長に団長室に呼ばれた。朝一番に呼ばれたため、まだラインハルトの顔を見ていない。が、団長室の扉を開けると、そこにラインハルトが立っていて、リッカは驚いた。そこでリッカは全てを理解した。

（そうか……、ラインハルトが騎士団長になることになったのだな……）

　彼女はきゅっと口元を結ぶと、ラインハルトの隣に並び、ロルフに挨拶をする。

「お前も聞いているかもしれないが……」

　そう切り出したロルフは自身がマースデン伯爵家を継ぐことになったため、騎士団長の役目を辞す決意をしたと述べた。リッカの想像通り、ラインハルトを次期騎士団長に推すつもりだ、とも。

「他の副団長たちにはもう了承を取った。後はお前だけだ、リッカ」

　リッカはすぐに頷く。

「もちろんです。彼に騎士団長としての素質があることは他でもない私が一番よく知っています。その決定を支持いたします」

　リッカがそう答えると、ラインハルトが身じろいだ。

　ロルフがどこか少しだけ面白がっているような目線で、ラインハルトに話しかける。

「ほら、リッカもそう言っている。お前が騎士団長ということでいいな、グライバル？」

「――いいえ」

　ラインハルトが低い声でそう答えて、リッカは度肝を抜かれた。

「マースデン団長、僕は騎士団長になるつもりはありません。リッカ副団長がなるべきです」

　今度こそリッカは目を見開いて、ぽかんとしたままラインハルトを見上げた。

「お前、何を言ってる……？」

　思わずそう問いかけたリッカの方へラインハルトが向きを変える。彼の顔を真正面から見るのは、本当に久々だとリッカは気づいた。

（少し見ないうちに痩せたか……？）

　心配になるくらい、ラインハルトの顔はげっそりしているように思えた。ラインハルトはじっと彼女を見つめ、それからロルフに向き直る。

「リッカ副団長ほど、団員たちに好かれている騎士はいません。それに副団長であり続けるために、凄まじい努力もなさっています。騎士団長になるべき人は、そうした尊敬できる人じゃないといけないと僕は思います」

　ロルフは肘をついてラインハルトの話を聞いている。

「そうか。自分はまだまだその器ではないと？」

「そうです。最初の日にいいましたよね？　僕がどうしてハイランディ騎士団に入ろうと決めたのか」

「聞いたな」

　今やロルフの顔にはにやにやとした笑みが浮かんでいる。

（どうしてハイランディ騎士団に入ろうと決めたのか……？）

　怪訝な顔をしているリッカに向かって、ロルフが教えてくれた。

「こいつはな、街を巡回しているリッカがあまりにもかっこよくて惚れたんだってよ。老若男女関係なく、みなに気を配るお前が好きなんだってさ」

「――は？」

　リッカはもはや呆然としすぎていて、現実の話とは思えなかった。顔を朱に染めたラインハルトが頷く。

「そうです。後から思えばとりたててリッカさ……リッカ副団長は特別なことをしていたわけではありませんでした。いつものように巡回されていて、どんな人を相手にしても態度を変えることなく、親身になって話を聞いていた。最初は不安そうだった人が、貴女と話すとみな最後には笑顔になった。まるで魔法のようだった」

　たまたまそれを見かけたラインハルトは目を逸らせなかったのだという。

「僕はそれまで特にやりたいこともなくて、ただなんとなく生きていました。それがリッカさんに目を奪われてからというもの、生きる目的が出来た」

　熱っぽい彼の言葉に、ロルフが爆笑している。

「おいグライバル、それはもはや愛の告白だぞ？　後でやれ」

「誰を前にしても態度を変えたりしたくないんです」

　ラインハルトがリッカをひたと見つめる。

　彼の瞳は、初めて会った日と同じきらきらとした輝きを秘めていた。ラインハルトが十八歳のときの、練習場で出会った時とまったく同じ。

（ラインハルト……！）

　リッカは胸が熱くなり、しばらく言葉が出そうになかった。見つめ合う二人を前に、ロルフはしばらく笑い転げていたが、やがて目尻の涙を拭きながら声をあげた。

「それでリッカ、お前はどうしたい？」

「私、ですか……？」

「ああ。俺は総合的に判断してグライバルを騎士団長に推したいが、お前にもその器は十分ある。ただお前の性格だと騎士団長になると、頑張り過ぎちまうだろうことだけが懸念点だ」

　騎士団長の人を見る目は鋭い。

　確かにリッカは仕事に没入しすぎてしまうところがある。

　彼女は素直にその忠告を受け取った。

「おっしゃる通りだと思います。私は、やはり副団長が性に合っています。ですので、グライバルが騎士団長になるのがいいかと存じます」

　そう言えば、ラインハルトがぐっと拳を握る。

「グライバル、全ての副団長たちがお前が騎士団長になることを承認したぞ？　これでいいな？」

「……承諾する前に一つだけ条件を……」

　唸るようにラインハルトが呟いた。

「なんだ？」

　ラインハルトが顎をあげて、言いきった。

「リッカ副団長を僕の特別補佐としてつけていただきたい」

　特別補佐というのは、騎士団長と表裏一体になって働く役職のことだ。騎士団長としての仕事は勿論、街の巡回や遠征も、基本的には常に二人で動く。今はいないが、それこそ騎士団長になりたての頃にはロルフにもついていたという。

　副騎士団長としての仕事はできなくなるから、その位は返上しないとならなくなる。もちろん、名誉なことだから昇進扱いではあるのだが。

「ああ、そういうことか」

　ロルフは腕組みをした。

「おい、リッカどうする？　断っても構わないぞ」

　リッカは隣に立っているラインハルトにちらりと視線を送った。ラインハルトが熱い眼差しでリッカを見つめている。

　ラインハルトはずっと真剣だったし、真摯だった。

　そんな彼から差し出された手を、リッカも全力で握り返したい。

「謹んでお受けいたします」

　リッカが騎士の礼をしながらそう答えると、ラインハルトがぱっと表情を明るくした。

「やった！　リッカさんリッカさんリッカさん！」

「わっ！　やめろっ、団長の前だぞ!?」

　抱きついてくるラインハルトの強靭な肉体をなんとかひきはがそうと奮闘するリッカを前にロルフが笑いながら言った。

「石頭のリッカを口説き落とせてよかったな、グライバル！　結婚式には呼んでくれよ！」
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　ようやく自宅に帰れたのは深夜近くだった。

　当然のようにラインハルトもついてきたが、リッカは何も言わなかった。

「やっとリッカさんが僕の腕に戻ってきた……」

　家に入るなり、ラインハルトに抱きしめられる。あれからあっという間に忙しくなったため二人で話す余裕など皆無だった。ロルフが騎士団長の職を辞するのはもう少し先だが、今日からラインハルトへの引き継ぎが始まったからだ。それはリッカも同じで、ロルフとラインハルトと協議をしながらリッカの後を任せる副団長の選出を近い内にすることとなる。それが決まり次第、その騎士への引き継ぎを始めることとなる。

　今後しばらくめちゃくちゃ忙しくなるのは、決定事項だ。

「ラインハルト……」

「あの日、リッカさんに怒られて……僕、反省しました。リッカさんの立場のこと何も考えていなかったって」

　彼が頬をリッカの髪にぐりぐりと押し当てている。

「怒ってなんていない……、それに私は一方的に結論を出してしまった。勝手に不安になってしまったんだ。姉にも指摘されたが、頑固で石頭なのは私の悪い癖のようだ。すまない」

「リッカさんが頑固で石頭だなんて思わないです」

　今日もラインハルトはそうやってリッカを甘やかす。リッカは彼の背中をぽんぽんと叩くと、その腕から抜け出そうとした。――が。

「ごめんなさいリッカさん。腕の力が抜けません」

　眉を八の字にしたラインハルトが謝罪する。

「そうか。だがそうしてくれないと困る。飯にしよう。さすがにこのままでは眠れない」

　正直に言えば、忙しさにかまけてほとんどまともに食べていなかったから、お腹はぺこぺこだ。それはラインハルトも同じらしく、ようやく少しだけ腕の力が緩まった。

　そこでリッカはラインハルトに一通の封筒を差し出した。

「なんですか？」

　ラインハルトが封筒から手紙を出し、読み始める。みるみるうちに眉間に皺が寄っていく。

「退団届けだ。その……お前が騎士団長になるのに、自分が副団長のままだと働きにくいと思って書いたものだったが、状況が変わった……お前に、処分してもらいたい」

　即座にぐしゃ、という音がして、退団届が握りつぶされる。ラインハルトが自分のズボンのポケットにそれを押し込む。

「僕が後で破り捨てておきます。退団するなんて二度と考えないでください」

　リッカが頷くと、ようやくラインハルトの眼差しがやわらいだ。

「それから、ありがとうな……、私の実家に何度も足を運んでくれていたのだな」

（ああ、どうして私はこんな風にしか言えないのだ……！）

　リッカは自己嫌悪に陥った。本当はもっとちゃんと感謝の言葉を告げたい。

　だがリッカにはこれが精一杯で、父のことを言えない。

　けれどこんな可愛げもなにもない感謝の言葉なのに、ラインハルトの顔がぱっと明るくなった。

「ちっとも大変じゃなかったです！　皆さん素敵な人ですから楽しい時間になりました」

　貴族であるラインハルトが平民のリッカの家族についてそう言ってくれるなんて……。

（ああ、違う、そうじゃない。立場の違いを気にしているのは、私の方なんだ。彼ではなく）

　自分が気になるから、彼がどう思うのかを必要以上に気にしてしまう。

　自分に自信がないから、彼が選ぶはずがないとうがって捉えてしまう。

（そして結論を先回りして、逃げたんだ――ラインハルトは真摯にちゃんと私に向き合っていてくれた）

　自分の弱さを正面から受け止め、リッカは変わりたい、と願った。

　彼女はおずおずとラインハルトに微笑みかけた。

「そう言ってくれて嬉しい。それから……父が、歩み寄ってくれたんだ。お前のお陰だ」

　彼はにこにこといつもの笑みを浮かべる。

「もともと、お父さんもリッカさんのことを可愛がりたかったんだと思います。ただどうしたらいいのか分からなかっただけで」

　ラインハルトの言葉を今では素直に受け入れることが出来る。

　リッカが頷くと、ラインハルトが表情を改めた。

「それからアーリア嬢のことですが……今話してもいいですか？　リッカさんに誤解されたくない」

「ああ、もちろんだ。それなら落ち着いて聞けるように、先に何か食べよう」

「分かりました」

　ようやくラインハルトが手を離してくれたので、リッカが軽食を用意した。それをローテーブルに並べ、二人でソファに腰かける。

「ああ、久しぶりのリッカさんのご飯だ。本当においしいな！」

　ラインハルトがリッカ手製のブルスケッタを頬張って唸った。

「よかった。昨日作っておいた野菜スープもあるから良かったら食べろ」

「このスープ、本当に大好きなんです！」

　リッカがよく作る野菜と鶏肉のスープは滋味たっぷりでラインハルトは毎回美味しいと言ってくれている。ものすごい勢いでスープを平らげていくラインハルトを見ながら、リッカの心がじんわりと温まる。

　グライバル家の料理人に勝てるわけがないと思っていた。だがきっとラインハルトは本当に心から美味しいと思ってくれているのだ。

　またたく間に二人で食べ尽くした。食後のお茶を口にするとようやく一息ついた。そこでラインハルトが口を開く。

「アーリア嬢を、婚約者にどうかと親から紹介されたことがあります」

「！」

　ちょうどラインハルトがハイランディ騎士団に入った頃の話だったという。

　同じ伯爵位を持つ家の、ご令嬢だったらしい。

　年齢も爵位も、家同士の関係も悪くなく良い縁談だと思われていたのだという。

　そう彼が話し始めると、リッカは少しだけ身を竦めた。びくりとする彼女をラインハルトは抱きしめた。

「ですが騎士になってからだったので、断ったんです。僕にはリッカさんしか考えられなかったから」

　だがアーリア嬢はしばらく諦めきれなかったらしく、思い余って騎士の詰め所に現れた。そもそも婚約もなにもしていないのにとラインハルトは驚いた。

「慌ててすぐに追い返しましたけど。それで彼女の顔を見たことがある騎士たちがいるんです」

「そうだったのか」

　初耳だったので、リッカは驚いて聞き返した。

　ラインハルトは面映そうに頷く。

「リッカさんに勘違いされたくなくて必死に隠してました。でも結局誤解されるんだったら素直に言っておけばよかったな」

　リッカのことがなくても、そもそも婚約もしていないのに我が物顔で相手側の仕事場に顔を出すような相手はごめんだった。この段階でもうはっきり断るべきだとラインハルトは判断し、アーリア嬢と婚姻を結ぶことに乗り気だった親を説得して、その話は白紙になった。ついでに両親には騎士として身を立てることにまずは専念したいと、それから自分には既に意中の人がいると告げたのだという。

「リッカさんのことですよ」

「えっ!?　だが私は平民だぞ……？」

　今ならともかく、当時はまだ上司と部下の関係だというのに。

「僕にとっては、身分なんて関係ないです」

　ラインハルトはきっぱりと首を横に振った。

「両親にはどれだけリッカさんが格好いいか、尊敬に値するかを全部話しました」

「だからといって周囲の目があるだろう？」

　リッカは一応騎士団の副団長という役職をもらってはいるが、それでも平民は平民である。

　口さがない貴族たちには色眼鏡で見られることは間違いない。

　ラインハルトもあっさり認めた。

「そういう人はいるでしょうね。確かにグライバル家に迷惑がかかる可能性はあります」

　リッカが口を開く前に、ラインハルトが続けた。

「だからグライバル家から外してもらっても構わないと告げました。その代わり、好きにさせてほしいと。両親は、もし必要があればそうすることも考えるとの返事でした。だから僕は結婚したら貴族ではなくなるかもしれません――貴族じゃない僕は嫌ですか？」

　ラインハルトの真剣な思いに打たれ、リッカは言葉を失った。

「わ、私はもともとが平民だからそんなことは気にしない。だがそれは……、私のために……か？」

　ラインハルトはまるで少年のように明るく笑った。

「違います。僕のためです。両親は理解してくれて、僕の気持ちを尊重すると言ってくれました」

「お前のためっていっても……、その時点では私たちは……」

「もちろん、ただの上司と部下でした。リッカさんと付き合えるなんて思ってなかった。でも……」

　ラインハルトがリッカを見つめながら目を細めた。

「貴女は僕を重用してくれた。騎士として信頼してくれた。それがどれだけ尊いことだったか……。もちろん男として見られたい気持ちはありましたけど、貴女の側にいられるだけで僕は幸せでした。だから、リッカさんが振り向いてくれなくてもいいと思っていました」

「……そうか」

（そこまで思っていてくれたなんて……）

　リッカが少しだけ顔を逸らすと、ラインハルトが彼女の顎に手をあてて、向きを戻す。

「女性として魅力が足りない、とか考えていたらそれは見当違いですからね？」

　少し前のリッカだったら考えそうなことを先回りされてしまい、苦笑した。

「さすがの私もそこまでは考えていないよ」

「だったらよかったです。僕はリッカさんがきっと副団長、ひいては騎士団長になっていく姿を見守っていきたいとそればかり考えていました。直ぐ側で見守っていけたら、と」

　彼がぐっと顎に力をいれる。

「ですけど、この前、貴女を抱くチャンスが転がってきたらそれはただの言い訳だなって気づきました。他の男に譲りたくなかった。過去は仕方ありませんが、未来は僕のものにしたい」

　まるで歯を食いしばっているようなラインハルトに向かって、リッカはためらいがちに口を開く。

「その話だが……」

　今まで誰にもしたことがない、初めての恋人について話した。

　恋人と先輩の話を立ち聞きしてしまった話をすると、ラインハルトの目に怒りの炎が点った。それから性癖を拗らせて、娼夫を雇ってその欲を満たしてもらい、だが挿入まではしていなかったことも、全て包み隠さずに。

　徐々にラインハルトの表情が明るく、輝いていく。

「だから……私を本当の意味で抱いたのは、お前だけだ」

　リッカがそう結ぶと、ラインハルトが歓喜の表情を見せた。

「嬉しい……！　リッカさん大好きです、愛しています！　僕をずっと側においてください」

　リッカの顔が真っ赤に染まる。

「ああ。私も……同じ気持ちだ」

「可愛い、リッカさん」

　蕩けるような眼差しで可愛いと言われ、リッカの心が震えた。

　ラインハルトがリッカを抱き寄せ、彼女はそれに素直に従う。

　ちゅ、とラインハルトが唇にキスを落とす。その口づけが深くなるのに時間はかからなかった。いつの間にかリッカはソファに押しつけられるようにのしかかられ、唇を奪われていた。

　彼が顔をあげて、懇願する。

「もう限界だ……リッカさんを味わいたい……」

　同じ気持ちだったリッカは彼を引き寄せて、再び口づけを交わした。






　あっという間にお互い裸になると、次の瞬間にはベッドの上にいた。絡み合う肌の感触だけでぞくぞくする。リッカをベッドに押し倒したラインハルトが、そこではっと気づいたように身体を起こした。

「リッカさん、手を……」

　ラインハルトがベッドサイドテーブルから紐を取り出した。

　リッカは息を吸い込み、吐いた。それから彼を見上げて、首を横に振る。

「紐は、いらない。今日はお前だけを感じたいんだ」

　そう答えると、ラインハルトの瞳がみるみる潤んだ。

「本当に……、大丈夫ですか？」

「ああ、大丈夫だと思う――私がどんな痴態を演じようが、きっとお前は受け入れてくれるだろうから」

　彼のことを信頼していれば、何も怖くない。

「当たり前です、リッカさん……！　どんなリッカさんも、ただただ可愛いだけだ」

　彼女は両手を広げた。

「きて、ラインハルト」






　今日のラインハルトはまったく余裕がなかった。だがそれはリッカも同じだった。

（はやく、はやく挿れて欲しい……）

　前戯などいらない。一刻も早くラインハルトの硬いもので自分の奥深くまで満たしてほしい。

　二人は夢中で身体を絡めあった。

　熱くなった肌が情感を高める。

　ちゅっちゅとリッカとキスを交わしながら、ラインハルトは勃ちあがった雄竿を彼女の秘芯にあてがい、ごりごりと上下に動かした。

「あっ……」

「ああ、リッカさん……！」

　耳元で感極まった、情欲に満ちたラインハルトの掠れ声が響くと、リッカの奥がぞくんと震える。リッカは両腕を伸ばして、彼の首にしがみついた。

「ラインハルト……、挿れて……お願い、我慢できない」

「リッカさん、可愛すぎるっ！」

　すぐに彼の猛り狂ったそれが膣内に押しこまれる。彼のそれが入ってくるその感触だけで、リッカは軽く絶頂した。

「あんっ、あっ……！」

　ずぷんと一気に奥まで貫かれると、待ちわびた刺激にリッカの膣内は大歓喜だった。きゅんきゅんと彼のそれを喰いしめる。

「あっ、ラインハルト……、すごく、いいっ」

「リッカさんの、なか、熱くてしめっていて……やばい、すぐ出ちゃいそうです……っ！」

　リッカは彼の背中にしがみつき、自分の両脚を彼の腰に絡める。

「中に出して、お願い……！」

　ぶるぶるっとラインハルトの身体が震え、しがみついている彼の身体が熱くなった。

　リッカの懇願を聞いたラインハルトが興奮しているのだ。だが彼は掠れ声で呟いた。

「だって、中で出したら、子供が出来てしまって……、騎士としては……しばらく休まないといけないかもしれませんよ？」

　あくまでも騎士としてのリッカを慮おもんぱかってくれるラインハルトが愛しい。

「うん……、でも、ぎりぎりまで、働けるし……、それに、生まれてからも……詰め所に連れていったらいいし……連れて行っても、いい、よね？」

　子供を産んでから復帰する女性騎士はあまり多くない。やはり男性がほとんどの騎士団ではなかなか環境が整っていないからだ。自分とラインハルトなら変えていけるかもしれない、とリッカは熱に浮かされながら考える。そこでラインハルトの身体から少しだけ力が抜けた。

「リッカさん、今、仕事のことを考えてますよね？」

　こんな状況で、と言わんばかりに彼が自分のものを少し動かした。

「んっ……、ご、ごめん」

　ラインハルトが笑う。

「謝らないでください。そんなリッカさんが大好きですから」

　彼が彼女のこめかみに小さなキスを落とした。

「女性騎士の産後の待遇については、すぐに一緒に考えましょう。でも今は……貴女だけを……感じたい」

　そこでラインハルトが腰を引き、一気にまた押し出す。

「あっ！」

　痺れるような快感が身体を走り、リッカはのけぞった。

「リッカさん……！　可愛い、可愛いっ！」

　がつがつと彼が彼女を貪り始めた。その一生懸命さとひたむきさがリッカを極上の快楽へと導いていく。

「あっ、あん、んっ、だめ、も、いっちゃう……！」

「いって、リッカさん……！　僕だけに見せる顔を見せてっ！」

「あ、あん、ラインハルト、だけっ、ラインハルト……だけっ……」

　揺さぶられながら、あまりの気持ちよさにリッカの瞳に生理的な涙があふれる。

「くそ、可愛すぎる……！　……っくっ！」

　彼の背中にしがみつき、彼女は絶頂した。同時にラインハルトもリッカの中で達した。どくどくとラインハルトの白濁が注ぎ込まれると、リッカの口元に自然と笑みが浮かんだ。

「ラインハルト……愛している」
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　彼の耳元でそう囁く。

　すると、彼の顔がみるみるうちに真っ赤になっていき、達したことで弛緩していたラインハルトの身体もびくんと硬直した。

　ラインハルトの顔に浮かんでいるのはーーまごうことなき、心からの喜び。

　その美しい表情をリッカはうっとりと眺めていた。

「嬉しい、リッカさん」

　そのままラインハルトが彼女の唇を求めてきたので、彼女は喜んでそれを受け入れた。

　しばらく思いのまま口づけを交わしていると、ラインハルトがばっと顔をあげた。

「ごめんなさい、リッカさん……！　嬉しすぎて勃っちゃいました」

　リッカの中で再び、みなぎった剛直が存在を主張している。

「もう一度、いいですか？」

　あけすけな言葉だが、間違いなく愛にあふれていた。

　リッカは手をそっと彼の頬にあてる。

「うん。もう一度、して？」

　許可をもらったラインハルトが破顔すると、そのまま再びがつがつと彼女の奥を突き始めた。

「リッカさん、リッカさん……！」

「んっ、あっ、あっ！」

　自分の愛液と彼の出した白濁でぐちゃぐちゃのそこを、ラインハルトの硬くてたくましい剛直が前後すると、この世のものとは思えないほど気持ちがいい。ラインハルトだから。ラインハルトとだけ。

「あっ、あんっ！」

　彼の熱い身体にしがみつきながら、リッカは嬌声をあげた。どんなリッカでも、彼はこうして夢中になって愛してくれる。彼女の心が満たされていく。

「リッカさん、リッカさん、大好きですっ！」

　彼の両手が彼女の両手に絡められ、ぐっと握りしめられる。

「私も、私も……！　ラインハルトだけがっ……！」

　今度の絶頂もすぐに訪れた。先ほどよりもずっと鮮烈で、リッカの目の前が真っ白になる。

（すごかった……！　何も使わなくても、こんなに、こんなにすごいなんて……）

　紐も、ニップルリングも使っていない。ラインハルトはその身体だけで彼女を愛し、高めてくれた。

「っ……」

　ラインハルトが二度目の白濁を彼女の奥で放出する。力が抜けた彼の身体が、ぐっと彼女の上にのしかかってきた。その重みをリッカは喜んで受け止めた。

「凄かった……」

　ラインハルトが荒い呼吸の合間に呟いた。

「ごめんなさい、リッカさん。僕、重いですよね……」

「ううん、いい。ここにいて」

　リッカはぎゅっと彼を抱きしめた。ラインハルトが身動ぎして、彼女を抱きしめ返してくれる。

（ああ、幸せだ……）

　来るであろう幸せな未来を疑うことなく、リッカはそっと目を閉じた。

















エピローグ












　それから数年後。

　ハイランディ騎士団では女性騎士への待遇が抜群に良くなったと噂になり、女性騎士たちの入団が増えた。何しろ街の女性たちの憧れであるリッカが騎士団長の特別補佐に就任しただけでなく、騎士団長であるラインハルトと結婚し、彼との子供を生んだ後もばりばり現役で働いているからだ。

　詰め所内に託児所を作ったのもそうだが、やはり女性が上司であると、女性騎士たちも相談しやすい。それに伴い女性ならではの視点が生かされるようになり、街の人たちにも細やかな対応ができることが増えた。こうしてハイランディ騎士団はますます栄えていった。

　その中心はいつだって、リッカとラインハルトだった。






　二人の子供であるマリアが寝てからは夫婦の時間だ。

　マリアは二歳で、なんでもいやいや言う時期にさしかかっているが、ラインハルトによく似た面差しの娘をリッカは溺愛している。時々ラインハルトが拗ねるほど。

　騎士団長と特別補佐である二人は仕事の時間もほぼ共有しているが、さすがに私的な会話は控えている。帰宅してからもマリアの世話でてんてこまいではあるが、なるべく二人で過ごす時間を大事にしていた。

　今もソファに並んで座って、ワインを共に楽しんでいるところだ。

　マリアが生まれて、その身体を初めて抱いた時。

　リッカはこれほど可愛いものはない、とまるで雷に打たれたかのように娘を見つめた。

　大好きなラインハルトとの愛の結晶。

　彼女が顔をあげると、涙を流さんばかりに喜んでいるラインハルトの姿が目に入り、それと同時にリッカは可愛いものに固執していた自身がすっと消えていくのを感じた。

　それもこれも、ラインハルトのお陰だ。

　彼が、リッカを愛してくれたから。

　そんなわけで、今の家には以前の姫のような可愛らしさはなく、過ごしやすいシンプルな内装だ。それに今は、マリアのためのカラフルな子供のおもちゃや絵本がたくさん並んでいて色も賑やかだ。

　そんな自宅が、リッカは大好きである。

「明日、楽しみですね」

「そうだな」

　明日はリッカの弟のジョージの結婚式がある。それに出席するために二人で休みを取った。騎士団長と特別補佐がいっぺんに休むのは申し訳ない気持ちもあるが、部下たちは快く了解してくれた。

　父との関係もかなり改善した。

　相変わらず二人きりではほとんど喋りはしないが、それでもお互いに歩み寄ろうとしている姿勢が功を奏して、家族がいれば今ではそれなりに会話が続くようになった。以前を思えば、リッカには十分すぎるほどだ。それに父はマリアのことをとても可愛がってくれている。

　リッカの家族とラインハルトは今でも仲が良いし、ラインハルトの家族ともリッカは仲が良い。

　初めて会ったラインハルトの家族は、いっぺんでリッカに好意を抱いてくれた。平民だからと蔑むこともなく、まさにラインハルトの親兄弟、家族だという感じだった。それにラインハルトがリッカに語ったことに何一つ嘘がなく、ラインハルトの家族はリッカとの結婚を心から祝福してくれたのだった。

「ああ、幸せだな」

　ぽつりとリッカは呟いた。

　数年前より更に精悍な顔立ちになったラインハルトが微笑んだ。

　表では騎士団長として凛々しい顔を保っているが、家の中では以前と変わらない。

「よかったです。でももっと幸せになりますよ、僕達は」

　彼はそう言うと、リッカを抱き寄せた。

「これ以上幸せにか……？」

「はい。二人でいれば、いつだって最高を更新していくんです。僕にはわかります」

　ちゅっと、彼が彼女にキスをする。最初は軽かったキスがどんどん深く、濃厚なものに変わるのはすぐだった。

「んっ……、ちゅっ……」

　ラインハルトが顔をあげたとき、リッカの瞳はとろんとしてしまって焦点が合っていなかった。

「可愛い、リッカさん」

　彼に優しい言葉を耳元で囁かれるのも、今はただ嬉しいだけだ。

　彼が捧げてくれる、可愛い、という言葉を疑うこともない。

「もっと言って、ラインハルト」

「ええ、何度でも――可愛い、リッカさん」

　リッカは最愛の夫を引き寄せて、再びキスをねだったのだった。
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